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１． 緒

　　

・

　

言

本邦蓬の水棲みみず（水棲貧毛環撚）に就いての分類学的研究は畑井（１８９８，１８９９）及び飯塚（１８９８）によって始

められた。その後は Ｐｉｅｒａｎｔｏｎｉ（１９０５，１９０６，１９１２），野村 （１９１３，１９１５，１９２６，１９２９，１９３２），Ｓｔｅｐｈｅｎｓｏｎ（１９１７），吉

沢（１９２８），畑井（１９３０），山口 （１９３２ａ－ｃ，１９３３，１９３４，１９３６，１９３７ａ‐ｄ’１９３８ｂ，１９４９，１９５３） 近藤（１９３６），長瀬及野

村（１９３７），山本及岡田（１９４０）などの薬蹟によってその研究は進められ、 既に報告された種類は８０種に達しようと

している。 併しこれらの文献には邦文のものが極めて少ないので、 一股によく知られていないものも少なくない。
従って、 本邦に於けるこの類の調査はなお不充分であるにしても、 今迄に報告された種類の目鍬を一隙報告する必

要があると考えられる。筆者は、この意味から、こ に検索表を附した目録を発表することにした。

　

この目録に挙げられた種類には純水楼のもの タトに牛水棲と考えられるものが加えられており、 叉便宜上、 樺太

朝鮮及び滴洲薩のものも含められている。叉各々の種類に附言巳した文献は、その匝類が古くから記載されたもので、
Ｍｉｃｈａｅｌｓｅｎく１９００） の ０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａ（ＤａｓＴｉｅｒｒｅｉｃｈＬｉｅｆ．１０）に登載されている場合は、本邦で出版された重なも

、－－

　

９３
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のに止どめてあるが、 この Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ 出版後に認載が行われたものでは、 その原記載の文献或は重要なものを挙

げた。

＝， 分

　　　　　

類

　

この目録に採用された分類は Ｍｉｃｈａｅｌｓｅｎ（１９２８）によって提出されその後被自身 （１９２９，ｉ９３０） によって訂正が

加えられて来たものを筆者 （１９５３） がさらに改訂じたものである。 その改訂の要点は Ｍｉｃｈａｅｌｓｅｎ （ｉ９２９） の

０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａｐｌｅｓｉｏｐｏｒａ 頭目中の

　

Ａｅｏｌｏｓｏｌｎａｔｉｄａｅ

　

の篤に新たに

　

０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａａｒｃｈｉｏｐｏｌａ

　

頭目を設け、その残り

の科の凡てを

　

０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａ

　

ｏｐｉｓｔｈｏｐｏｌａ頭目に編入することによって

　

０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａｐｌｅｓｉｏｐｏｒａ 頭目を解消したこ

とである。従って貧毛環鍵目は次の三頭目に大きく分けられることになる。

第一唖目

　　

０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａａｒｃｈｉｏｐｏｌａ

第二唖目

　　

０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａｐｒｏｓｏｐｏｌａ

第三唖目

　　

０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａｏｐｉｓｔｈｏｐｏｒａ

なお、この分類の体系の大要は次の通りである。

ｏｒｄｅｒ ｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａ 貧毛環織目

標徴： 環帯を生ずる雌雄同体の環離…動物で、糖巣体節は卵巣体節よりも前方に位置している 卵子は携帯の分泌

物から造られる卵繭に包まれて蓬出され、発生に於ては、 多毛環績に見られるような幼生時代をもたない。 原則と

して各体節には剛毛がある。

Ｓｕｂｏｌｄｅｒｌ． ０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａａ・ｃｈｉｏｐｏｒａ原始生殖門藤目

標徴： 器管として分化した生殖巣なく、大多数の体節は生殖細胞を生産する能性がある。員正の雄性管及び員正

の輸卵管はない。 精子は腎管を通じて排出され、 卵子は体壁に生ずる単純な開口によって蓬出されるものと見られ

る。受精藁、府精嚢 （精嚢）及び卵嚢はない。

此の唖目には次の一科がある。

　　　　　　　　

Ｆａｍｉｌｙ Ａｅｏｌｏｓｏｌｎａｔｉｄａｅ

　

アブラミミズ料

Ｓｕｂｏｒｄｅｒ丑． ０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａｐｒｏｓｏｐｏｒａ前生殖門唖目

標徴： 精巣、雄性漏斗及び雄性孔は一般に１対叉は２対、稀に３－４対；卵巣は１対叉は２対である。精巣体節

及び卵巣体節の位置は甚だしく多様であるが、卵巣体節は、 僅かの特例を除き、 必ず精巣体節の直ぐ後方に続いて

位置している。 雄性孔は原則として最後方の精藁体節叉は各精巣体節に開口している。 云いかえれば雄性孔は常に

限界隔膜（精藁体節と卵巣体節を擁する隔膜） よりも前方に存在している。 輸卵管は各卵巣体節の後縁に開口して

いる。雄性孔も輸卵管孔も携帯中に位置している。 受精裏は１対乃至数対あってその開ロは環帯部にある。

　

この亜目には Ｍｉｃｈａｅｌｓｅｎ によれば次の三科がある。

Ｆａｍｉｌｙ Ｌｕｍｂ・ｉｃｕｌｉｄａｅ オョギミミズ料

Ｂｒａｎｃｈｉｏｂｅｌｌｉｄａｅ ヒルミミズ料

Ａｃａｎｔｈｏｌ）ｄｅｌｌｉｄａｅ

ｓｕｂｏｒｄｅｒｍ． ０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａ，ｏｐｉｓｔｈｏｐｏｒａ後生殖門頭目

　

標徴： 橋巣、雄性漏斗及び雄性孔は１対叉は２対；卵巣は１対叉は２対である。卵巣体節は精巣体節の後方に隣

接するものと、 両者の中間に生殖巣のない体節が介在するものとある。 雄性管はその内端である雄性漏斗を含む体

節の次の体節或はそれよりも更に後方の体節で雄性孔として閉口している。
・言いかえれば雄性孔は限界隅腹（前出）

の明かな場合にはその後方叉は後方と前方とで関口している。 輸卵管孔は卵巣体節の後縁或はそれよりも後方に位

置している。

ＳｅｃｔｉｏｎＩ

　

Ｍ０ｎｏｔｅｓｔｉｃｕｌａｔａ軍精巣節区

標徴： 精巣及び卵巣は原則としてそれぞれ１対。卵巣体節は精巣体節の後方に隣接している。輸卵管は卵巣体節

の後織に開口している。

この区は更に二頭区に分れる。

Ｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎｌ） Ｐ１ｅｓｉｏｔｈｅｃａ近受精饗亜区

－

　

９４

　

－
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標徴： 受精裏孔は環帯部にあって生殖孔の附近に位置している。

Ｆａｍｉｌｙ Ｎａｉｄｉｄａｅミヅミミズ料

Ｔｕｂｉ６ｃｉｄａｅ イ トミミズ料

Ｐｈｒｅｏｄｒｉｌｉｄａｅ

ｏｐｉｓｔｈｅｃｙｓｔｉｄａｅ

　　　　　　

ｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ２） Ｐｒｏｓｏｔｈｅｃａ前受精霊亜区

標徴： 受精嚢孔は環帯よりも前方に、生殖孔とは甚だ離れて存在している。
ＦａｍｉｌｙＢｎｃｈｙｔｒａｅｉｄａｅ ヒメミミズ料

Ｓｅｃｔｉｏｎ２ Ｄｉｐｌｏｔｅｓ［ｉｃｕｌａｔａ榎精藁節区

標徴： 橋巣は２対叉は１対（原型は２対）。 卵巣は１対或は２対（原型は２対）。原型では卵巣体節は橋巣体節の

直ぐ後方に隣接している。雄性孔は１対叉は２対。

Ｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎｌ）Ｐｒｏｓｏａｎｄｒｉａ前雄性門亜区

標徴： 雄性孔は輸卵管孔よりも前方に位置しており・、共に携帯部に存在している。
Ｆａｕｉｌｙ Ｈａｐｌｏｔａｘｉｄａｅ ナガミミズ料

ＡＩ１ｕｒｏｉｄｉｄａｅ

Ｍｏｎｉｌｉｇａｓｔｒｉｄａｅ

　

ジュズヰミミズ料

Ｓｙｎｇｅｎｏｄｒｉｌｉｄａｅ

ｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ２） ｏｐｉｓｔｈｏａｎｄｒｉａ後雄性門亜区

標徴： 雄性孔は、僅少な例外を除けば、輸卵管孔の後方に位置している。環帯は一般に生殖巣体節以外の体節に

発達する。

Ｆａｍｉｌｙ Ａｃａｎｔｈｏｄ・ｉｌｉｄａｅ ホタルミミズ料

Ｍｅｇａｓｃｏｌｅｃｉｄａｅ フトミミズ料

Ｅｕｄｒｉｌｉｄａｅ

Ｌｕｍｂｒｉｃｉｄａｅ

　

ツリミミズ料

Ｃｒｉｏｄｒｉｌｉｄａｅ ヒモミミズ料

Ｇ１ｏｓｓｏｓｃｏｌｅｃｉｄａｅ

Ｈｏｒｍｏｇａｓｔｒｉｄａｅ

Ｓｐａｒｇａｎｏｐｈｉｌｉｄａｅ

ｍ， 本邦産諸科検索表

１． 剛毛がなく、体の後端には吸盤がある。凡て淡水産で、ザリガニ類の体表或は鮭室内に生活する。……

　

………………………………………………………・“………・」・Ｂｒａｎｃｈｉｏｂｄｅｌｌｉｄａｅ

　

ヒルミ．ミズ料 ……………９９頁

１′． 剛毛があり、 吸盤はない。 …………………………………………………………………………………・一・２（２′）

２． 轟体は概ね微小で、無性分裂にょ
●
る繁殖が普通に行われる。芽生帯の形成に基づく連鎖体は屡々見られる。一般

　

に雫競剛毛がある。

Ａ． 毛搬剛毛は背腹両東に存在し 皮膚内には微細な油満を含んでいるのが普通である。純水棲。………

　　　

……………………………………………”二…………………Ａｅｏｌｏｓｏｌｎａｔｉｄａｅ アブラミミズ科…・ｔ………・９６頁

ＡＡ－ 腹東には毛紙剛毛なく、叉油満がない。純水棲。 ……………… Ｎａｉｄｉｄａｅ ミズミミズ料………… １０４頁

２′． 一般に無性分裂による繁殖は行われない。従って連鎖体を生じない。

Ａ． 産卵孔（輸卵管孔）は環帯よりも前方の体節にある。

Ｂ． 背孔がある。

　

………………Ｌｕｍｂｒｉｃｉｄａｅ

　

ツリミミズ料………………………………………………… １１７頁

ＢＢ． 背孔がない。 ………………Ｃヱｉｏｄｒｉｌｉｄａｅ

　

ヒモミミズ料……………………………………………・ｒ…・１１８頁

ＡＡ． 産卵孔は環帯部にある。

　

……………………………………………………………………………………３（３′）
、

３． 雄性孔は産卵孔よりも後方にある。

Ａ． 剛毛は各体節に４対（ルソブリクス型）が普通で、雄性孔は ＸＶＩＩ叉は ＸＶＩＩＩ にある。 ……………・

一

　

９５

　

－



山

　　

口

　　

英

　　

二

………………・Ａｃａｎｔｈｏｄｒｉｌｉｄａｅ

　

ホタル〈ミミズ利．

　

ＡＡ．
ｒ

　

剛毛は各体節に多数あって、環紙に配列するもの（ペリヶータ型） が普通である。 雄性孔は ＸＶＩＩＩ

　

にある

　　　

が極めて稀には

　

ＸＩＸ

　

にある。 ………………

　

Ｍｅｇａｓｃｏｌｅｃｉｄａｅ

　

フトミミズ科………………………ｔｌ１６頁

３′． 雄性孔は産卵孔よりも前方にある。

　

Ａ． 陽の婚端に２個叉はそれ以上の砂嚢がある。 …………Ｍｏｎｉｌｉｇａｓｔｌｉｄａｅ ジュズヰミミズ料 ………… １１５ＦＩ

　

ＡＡ． 砂嚢は１個あるか、 或は全くない。 ………………………………………………………………………

　

４（４′）

４． 雄性管膨騰部及び筋肉性鞄端器（交尾器）を具えており、砂嚢はない。

　

Ａ．、 嫌性孔は精巣体節に開き、各節に４剛毛東があり、各剛毛東は２本の鈎紙刷毛からなっている。．純水棲。

　　　

………………………………………………………

　

Ｌｕｈｌｂ・ｉｃｕｌｉｄａｅ

　

オョギミミズ率←………………………９７頁

　

ＡＡ． 雄性孔は卵巣体節に開き、各剛毛束は一般に２本よりも多数の剛毛からなっている。

　　

ａ．

　

受精嚢孔は体の前部 （体節間溝 Ｖ／Ｖ工）に閉口している。雄性孔は普通ＸＩＩにある。剛毛は一般に単一な先

　　　　

端をもつ釣紙剛毛で、 結節がない。 毛；次回り毛はない。 ………Ｅｎｃｈｙｔｒａｅｉｄａｅヒメミミズ料……… １１３頁

　

ａａ． 受精我孔は雄性孔に近くその前方に位置している。 雄性孔は通常 ＸＩに在る。 釣厭剛毛には結節があり、

　　　

先端は二叉しているものが普通であるが、 単一なもの或は多数に分岐しているものもある。 毛紙剛毛も多

　　　　

．
くは存在している。 ……．

二……………・Ｔｕｂｉ６ｃｉｄａｅ イ トミミズ料…………………………・・．川…… １１０頁

４′，
．雄性管膨腔部及び筋肉性終端器（交尾器）．もまなく、雄性管は単純である。砂嚢があるものもないものもある。

　　

…………………………………………………………………… Ｈａｐｌｏｔａｘｉｄａｅ．ナガミミズ料………………

　

１１４頁

Ｎ． 第一頭目

　

原始生殖門類 （０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａａｒｃｈｉｏｐｏｒａ）

　　

アブラミミズ料 （Ａｅｏｌｏｓｏｌｎａｔｉｄａｅ）

　 　 　 　 　

」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・

標徴： 体は概ね微小で長さ

　

ｌｏｎ・ｎｌを超えない。主として無性分裂で増殖する。 口前葉の腹面は繊毛で被われて

いる。 各体節には原則として背腹各２対の剛毛束を具え、各剛毛束には凡て毛歌剛毛があり、これに針駅叉は鈎歌

剛毛が屡々混在している。隔膜は大部分に於いて被けている。 砂嚢はなく、叉横走連合血管は存在しない。 脳神経

節は皮膚に接着している。 皮膚中には紅色、黄色、緋色などを呈する油満を含んでいるものが多い。 凡て淡水蓬で

ある。

　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　

′

　

この科には

　

Ａｇｏ／ｏｓ附加 と 甘ｙｓ″ＺｃＺｚｏｓｏ’’ｍ

　

の２扇があるが、本邦では

　

Ａｇｏ′ｏｓｏｍｑだけが知られている。

月ＬＢＯＺＯＳの”α ＥＨＲＲＮＢＥＲ（ １８３１

アブラミミズ厩

標徴： 体は背順方向に梢扇平．体節は比較的不分明で口前葉と口節を境する薩はない。
′背腹何れの剛毛束にも必

ず毛歌剛毛がある。 背側剛毛束は一般に扇獣を呈している．皮膚には概ね紅色、 黄色、総色などの油滴を含んでい

る。

　

．

通常は池沼叉は汚薦の織藻、 藍藻の間などを移封回するが、 叉水槽壁に附着している水垢の上を同鋼するのが見ら

れる。

本邦達種検索表

１． 口前葉は後続体節よりも幅広い。

　　

Ａ． 油満は線色

　　　　　　　　　　　　　　

Ａ．わ鰯ｇｑ／鰯ｓｃ……………………………‐‐……………………

　

ＡＡ． 油満はね二機色……………………………Ａ

　

Ｚｚｅ’“カメに／！‘

ＡＡＡ． 油満は黄橿ヰ色

　　　　　　　　　　　　

Ａ

　

ノ”Ｐｏｍｃｏ

ｌ′． 口前葉は後続体節よりも幅が狭い

　　　　　

Ａ

　

ｍ〃ｅｍｉｚ

１） ＡｅｏＺｏｓｏｍα るｅ陀９α庇′ｚｓｅＳｒｍＰｉｌ１ＮＢＯＮ

Ａ，あのｚｇ”！の燈ｅ，Ｓｔｅ１）ｈｅｎｓｏｎ，１９２３，〇ｌｉｇｏｃｈａｅｔａ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

　

Ｆａｕｎａ

　

ｏｆ

　

Ｂ・ｉｔｉｓｈ

　

ｌｎｄｉａ，Ｐ，４１，

Ａ．ｂのｚｇｄの２ｓｅ，山ロ

　

１９５３，Ｊｏｕｒ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｌくａｉｄｏ

　

Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．Ｖｏｌ．１１，Ｐ．２８０，Ｔｅｘｔ石ｇ．１．

産地。北海道（札幌市）。

２） ＡｅｏＺｏｓｏｍα 為ｅ刀ｚＰｒたたＺ ＥＩＩＲＲＮＢＥＲＧ

繭

　

９６‐



本邦蓬水棲貧毛環轟の目鎌

Ａ，！ｚｅ’’≠“物ら 近藤、１９３３，水道研究資料 第１９－号、 第２８２，２８３図 ；

　

１９３６，Ａｎｎ．Ｚｏｏー．Ｊａｐｏｎ，ｖｏｌ，１５，Ｎｏ．３，ｐ．

３８２，ＰＩ．２３ｆｉｇ．１；山口、１９４７，日ホ動物図鑑 １３７８頁 第３９０４図。

産地。大阪市、札幌‐市。

３） Ａｅｏｚ０８０！れαｊαｐのるｉｃα ＹＡＭＡ（キｔ丁Ｃｍ

Ａ，ＪＱＰＯ“””，山口、１９５３，ｊｏｕｒ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．トｌｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１．Ｐ．２８１．Ｔｅｘｔ‐行ｇｓ．２，３．

　

産地。札幌市。

４） ＡｅｏＺｏｓｏァ，ｚα 輝かｅα肌 Ｌ回ＹＩ）ＩＧ

Ａ，煽りｅ“’“，近藤、１９３３， 水道研究資料、 第１９‐号、 第２８４，２８５図；１９３６，Ａｎｎ．Ｚ（）ｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ，１５，Ｎｏ．３，ｐ．３８３，

Ｐ１，２３

　

ｆ

　

ｉｇ．２，

産地。大阪市。

Ｖ． 第二藁目

　

前生殖門類 （０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａｐｒｏｓｏｐｏｒａ）

　　　

オョギミミズ科＊（Ｌｕｍｂｒｉｃｕｌｉｄａｅ）

標徴： 剛毛は各体節に４束（背東２，腹束２）となって配置され、各束は２本の鈎歌剛毛からなっている。 背束の

剛毛と腹束の剛毛は多くは同様の形態であるが極めて稀に背束剛毛を殺いているものもある。 Ａ

　

ｒｇｒＺｏｄ窪ん‘ｓ

　

扇を除

けば砂嚢は存在しない。精巣は１対叉は２対あるのが普通であるが、稀に３－４対あるものもある。卵巣は１対叉は

２対である。Ｓ１ｙ！ｏｓｃｏ／ｅ・麗を除けば、卵巣体節は精葺き体節のすぐ後方に隣接している。２対又は１対の精嚢と１対

叉は２対の卵裏がある。 背血．管には収縮性盲駅前．管又は盲醍が附いているもの、 或は横走連合曲．管に収縮性膚藁が

附いているものが多い。 精藁が１対である場合は、 原則としてそれぞれ１大の轍橋管は１個の雄性管膨瞳部をもっ

ており、 橋巣が２対である場合は、 それぞれ１本の輸精管は１個の雄性管膨腹部をもっているか、或は同体側（左

側叉は右側）にある２本の輸精管は、 その体側に於て１個の共通な雄性管膨腹部に連なるものが原則である。 叉橋

巣が３対以上ある場合には、 それぞれ１個の雄性管膨畦部をもっている。 雄性孔は雄性管膨鹿部からの開口で、各

橋葉体節或は最後方の精巣体節に存在している。 受精裏は１対以上若干対で、 生殖菓体節或は生殖藁体節よりも前

方叉は後方に存在している。 凡て淡水産で、 熔泳能力のあるものが多く、水底の泥土中或は梶原などのミヅゴケ中

に棲息しているＵ

　

叉地下水中に生活するものもある。 芽空帯の形成による無性分裂は行われないが、稀に分割と再

生に基づく無性繁殖を行うものもある。

　

この料のもので本邦から知られている扇は Ｌｚ蹴る“”‘ん‘ｓ，彫り′‘ｃ卿加藤，什γα泥々 及び Ｓｚｙわｓｃｏ超尤 である。

本邦蓬圏・種検索表

ロ．前葉は延長形で触手紙を呈している。・・－……‐‐…・・尺たｙだ物的脚ｓ…………………………
●………………９８頁

尺左．ｏ外海”ね！Ｚｓ

　

………，………………………………

　

９）

１′． 口前葉は延長形てない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２（２′）

２． 釣テ脚削毛の先端は二叉しており、体は‘培赤色てあるのか普通て、前体部には線色の色素かあるＵ背血管には収縮

　

性盲紙血管を具えている。

　　　　　　　　　　　　　　

ム締めｒ‘ｃ〃′”ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９８ｒｉ

　

Ａ， ３－４‐対（稀に２対）の靴性孔かある。

　　　　

乙 ““‘物のｒｍｚｚ！ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　

，

　

５）

　

ＡＡ， １ 対のゑｉＥ性孔がある。

　　

Ｂ． 緒巣は１対、雄性孔は Ｖｍ にあるのか普通てある。

　　　　　

Ｌ

　

卿”βｇｑｚｚｆｓ

　　　　　　　　　　

８）

　　

ＢＢ． 精巣は２対、雄性孔はＸＩにあるのか苔通てある。 受精濃孔は側線と腹復旧刷毛線との中間に間口している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ム

　

ノα加′ｚに”ｓ

　　　　　　　　　　　　　　

…

　

６）

　

ＢＢＢ． 精巣は２対、ゑ陀性孔はＸＩＩにあるのか普通てある。受精法孔は側線と背！珊瑚宅線との中間に閉口している

乙．““‘をりｅ“ｓｉｓ…………………………………

　

７）

２′． 釣ｉ庚剛毛の先端は軍一てある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３（３′）

３， 巧む性孔は

　

ＶＩＩＩ

　

にあるｏ

　　　　　　　　　　　　　　

ＳかおｓｃαｅＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９９ＦＩ

　　

Ａ， 受精菱は ＶＩＩ にある。

　　　　　　　　　

…Ｓ

　

ｊｑｐｏ〃にご‘ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２）

－

　

９７

　

－



　　　　　　　　　　　　　

山

　

・口

　　

英

　　

二

　

ＡＡ． 受精嚢は ＶＩ１ と × とにある。

　　　　　

・Ｓ．彰かのＺｚｇｃｚ‘ｓ

　

………………………………‐‐…‐‐……１１）

３′．現に′性孔は

　

Ｘ

　

にある。

　　　　　　　　　　　　　　

為「γ”ろ８α

　

……………………………………………………９９頁

″．ｏｇ．ｚ“””≧…………………………………………………１０）

乙“夕７ｚるγた綿Ｚ錫ｓ ＧＲＵＢＥ１８４４

オヨギミミズ屋

　

標徴：

　

口前葉は先端丸く、長さは基部の幅よりも少しく大きい。前体部若干体節には緑色の色素を含んでいる。

剛毛は釣歌で先端は二叉している。雄性孔は一般に１対あるのが普通であるが、 稀に２対乃至４対あるものもある。

産卵孔は１対叉は２対。 精巣及び雄性漏斗は１対叉は２対あるのが普通であるが稀に３対或は４対あるものもある。

卵巣は１対叉は２対。 雄性管膨脹部は一般に１対で橋異体節叉は最後方の構築体節に位置するが、 稀には各橋藁体

節に１対宛あるものもある。 受精裏は通常３－６対で雄性孔を具える体節よりも後方の体節に位置し、 一般に各体

節に１対宛存在する。 背腹連合血管は前体部の若干体節にのみ存在し、各体節に１対宛である。 収縮性横走盲紙血

管は殆んど凡て若干の盲状分枝を具え、前体部若干体節を除く全体節に１対宛存在する。

５） Ｌｍ７ｚるｒｉｃ綿Ｚｚ‘８ ｍ綿Ｚ疑αかＺα加８ ＹＡ扇‘＼ＧＵ（－旧Ｉ

Ｌ．？＊ｚｚ‘産ま”坪〆燭潔ｓ、山口、１９３７，ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃ
ｉ．Ｈｏｌｄ〈ａｉｄｏ

　

ｌｌｌ・Ｐ．Ｕｎｉｖ」Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．６， Ｐ，２，．
ｔｅ×ｔ‐ｆｉｇ．１‐Ｍ２，１）ｉ．エｆｉｇ．

１－６； １９３８，植物及動物

　

第６巻

　

１０６１頁、第１０図； １９５３，，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａ
ｉｄｏ Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１ｌｄ）．３０１

産地。北海道
・（猿拶Ｂ）。樺太（小沼、豊原、チベサン湖畔）。

６） Ｌｚ““るｒｉｃｚ‘ねるｓｊαｐのるｆｃ錫ｓ ＹＡＭＡＧＵ（ＪＨ１

Ｌ．如ゑ伽に２ｆｓ，山口、１９３６，Ｊ．Ｆａｃ．
Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏｌｌｌ．Ｐ．Ｕｎｉｖ．ＺＯＯＩ．ｖｏｌ．５，１）．７４，ＰＩ．４ｆｉｇ．１‐４， ＰＩ．５ｆ

ｉｇ．１，

　　　　　　　　　　

ｔｅｘｔ‐ｆｉｇ．１‐一３，４ｃ，５，７－９； １９４７，日本車脱勿図鑑
－１３７４戸亀

　

第ぎ３８９１図 ；

　

１９５３．Ｊ． Ｆａｃ． Ｓｃｉ．

　　　　　　　

Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１．ｐ．３０１．

産地。北海道（札幌市、洪頓別）。

７） Ｌ班だろｒｉｃｚぱα８１九誌比ｏｅ発ｓゐ ＹＡＮＡＧＵ（ー｝Ｈ１

乙．“乙部卿の′ｓ！ｓ，山口、１９５３，Ｊ．
Ｆａｃ．Ｓｃｉ，Ｈｏｋｋａｉ（ーｏ Ｕｎｉｖ．ＺＯＯＩ．ｖｏｌ．１１，１）．３０２．

　

産地。兵庫態 （武庫村の灯寸山）。

８） Ｌｚ”九ｂｒｉｃ錫Ｚ”ｓｐαｒ！ｅ９αね‘ｓ（Ｍ甘ＬＬＥ１ｔ）

Ｌ．ｖａ．ｉｅｇａｔｕｓ，山口、１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａ
ｉｄＯ

　

Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏー，ＶＯ．．”，ｐ．３０３．

　

産地。青森懸（青森）。

疋ルツヂｚｃル８卿を高 Ｈｏｔ棚ＭＲＩげｒＲＲＩＥ縄３

ユリヒゲミミズ鳳

標徴：

　

口前葉は概ね触手獣に延びている。剛毛は鈎紙で先端は単一である。１対の雄性孔はＸに存在する。 蓬

卵孔は１対あって体節間溝 ×１／ＸＩＩに開□している。 受精凝孔は１対叉は２対でＶｍ 或は Ｖｍ と１Ｘ に位置する。

体壁の縦走筋は８個の紙幣に分れている。 殆んど凡ての体節に於て各体節には２本宛の横走血管があり、 多くはこ

れに多数の収縮性盲嚢が附属している。 精藁及び雄性漏斗は１対叉は２対で Ｘ叉はＩＸ 及び × に在る。雄性管膨

！建部は延長形で１対ある。卵巣は１対、×１に在る。受精醍は１対叉は２対で、ＶＩＩＩ叉は ＶＩＩＩ及びＩＸ にあって、

消化管と連通するものが多い。 受精嚢に副嚢はない。

９）

　

配れ汐′沈んｅＺｍｉｓｏｒｉｅ′ｚｔα疑ｓ ＹＡＭＡＧＵＣＩ１［

た．ｏγ〆のｚ如産ｓ，．Ｌーー口、

　

ｌ

　

ｒ９３６，ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｌくａｉｄｏｌｌ，ＩＰ．．
ＵｎｉＶ．Ｚｏｏｌ．ＶＯＩ．５，ｐ．８６，ＰＩ．

・４ｆｉｇ・５一一６，１）Ｌ．５

　

ｆ

　

ｉｇ，２Ｍ－３，

　　　　　　

ｔｅｘｔ‐ｎｇ．１１一１３； １９４７，日本動物図鑑

　

１３７４頁

　

第３８９０図 ； １９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ． Ｈｏｋｌくａｉｄｏ，Ｕｎｉｖ．

　　　　　　　　　

Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１．ｐ．３０３．

産地。北海道 （札幌、函館） 函館は新記録

一９８

　

一



　

本邦壷水棲貧毛環鵡の目録

為夢αるβα ＹＡＭＡＧＵ（）ＨＩ１９３６

キララミミズ周

、標徴： 剛毛は先端が単一な鈎歌剛毛である。雄性孔は１対で、Ｘに、産卵孔も１対あって、体節間澱 ＸＶＸＩＩに

開いている。受橋翼孔も亦１対で、１× に在る。構築及び雄性漏斗はそれぞれ１対宛あって × に位置している。 雄

性管膨腔部は西洋梨子形で、× に在る。輸精管は膨自室部の頂端に連なっている。陰茎はない。１対の卵巣は ×動こ、
１対の受精嚢は１× に在る。 収縮性盲紙血管はない。

１０） 五をαろｅα ｏ″ｚ“７ｚα省 ＹＡＭＡＧＵＣＨ工

差！．ｏ岸”“”ｉ，山口、１９３６，Ｊ，Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

ｌｍｐ．Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ，ｖｏｌ．５，ｐ．９０，ｐｌ．５ｆｉｇ．４ー７，ｔｅｘｔ‐ｆｉｇ，１４一１５；

１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

Ｕｎｉｖ，Ｚｏｏｌ，ｖｏｌ．１１，ｐ．３０３．

産地。北海道（札幌）。
ｓむＺｏｓｃｏＺＢ文 ～１甘鯛Ａ１ＬＳＲＮ

　

Ｉ９０１

ヒメオヨギミミズ感

標徴： 剛毛は先端が単一な鈎撒剛毛。雄性孔は１対で、 ＶＩＩ１（或はＶｎ）に開いている。 産卵孔は１対で体節間

薄 刃Ｘ１（雄性孔 ＶＩＩにあるものではＩＸ／×）に開いている。 受精嚢及びその開ロは ＶＩＩ或は Ｖｔｌ，及び Ｘ１（雄性
孔 ＶＩＩにあるものでは ＶＩ） に在る。 橋巣も卵巣も１対で、 精葉は Ｖｍ．卵巣は×（雄性孔 ＶＩＩにあるものでは

橋巣はＶＩ１，卵巣は１×）に位置している。雄性管膨腔部は管状乃至長紡錘形である。虞正陰茎がある。

”） ｓｉ″Ｚｏｓｃｏ肥鳶 云ｅｂ・α云為ｅαｚ８ ＢＵＲ（）ｗ

Ｓ．ｚｅｉγ”“Ｚｅｃ”ｓ，Ｂｕｒｏｗ，１９３１，Ｆｏｒｓｃｌ・，Ｔｎｓｔ．Ｂｉｏｌ．ｕ．Ｇｅｏｇｒａ Ｌ

　

ｌｒｋｕｔｓｋ

　

Ｂｄ．５′

　

Ｈｅｆｔ

　

４，ｐ．８０，

Ｓ，Ｚｅ‘γ郷ゑｅｃｚ崎 山口、１９４０，関東州及満洲園陸水生物調査書、３８９頁第１１図の１： １９４７，日本動物図鑑、１３７３頁、第

３８８９図ｏ

産地。満州（鏡泊湖）。

１２） Ｓｆ以Ｚｏｓｃｏ定遷Ｊαｐのみｉｃ比ｓ ＹＡＭＡＧＵ（｝１｛ｔ

ｓ．ゾα加賀ｉｃｚｆｓ，山ロ、１９３７， Ａｎｎ・ Ｚｏｏｌ．ＪａＰｏｎ．
・
ｖｏｌ．１６， Ｐ． １６７， ＰＩ．１０，ｔｅｘｔｆｉｇ．

・１－３； １９５３，Ｊ． Ｆａｃ． Ｓｃｉ．

Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

Ｕｎｉｖ，Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１，ｐ．３０４．

産地。北海道（札幌、千歳）。

ヒルミミズ料・（Ｂｒａｎｃｈｉｏｂｄｅｌｌｉｄａｅ）

　

標徴： 体の後端に吸盤があって、ザリガニ類の体表或は鯉室内に附着して生活する。 体は比較的短かく、 長さ

１２ｎ・ｍ を超えるものは稀であるが、 明らかに頭部（４箇の体節の癒合・したものと考えられている。）と１２箇の体節

からなる胴部とに区別される。剛毛は全くない。 頭部前端は一般に口を囲んで発達し、２葉叉は数葉に切込みのある

吸着作用のある口唇を形造っている。 口腔内には背腹に位置する１対の顎板があり、 それには概ね′ｊ・歯を具えてい

る。 砂嚢は存在しない。精巣は２対叉は１対で、胴節 Ｖ 及び Ｖ１（頭部体節を算えた体節番号では ＩＸ 及び×と考

えられている。）叉は胴節 Ｖ（ＩＸ）に位置している。 卵巣は．１対で、胴節ＶＩ１（ＸＩ） に存在する。精藁及び卵藁は無

く、精子は精巣体節の体騰内で発育する。 靴橋管は２対叉は１対であるが、 これに連なる雄性管膨膳部は常に１個

でそのタト開ロである雄性孔は胴節Ｖ１ 腹面正中線上位置している。 膨腹部の柊端には陰茎があ参り、多くは孫鞄性で

ある。 受精藁は１個で、その閉口は胴節 Ｖ

　

の腹面正中線上にある。 １対の産卵孔（輸卵管孔） は胴節 ＶＩＩの腹側

後縁に位置している。２対の腎管があり、そのタト開ロは胴節 ｍ と １× に存在している。

本邦産種鳳検索表

１． 口節は腹暦のタトに数個．の背葉及び”班葉に分れている。 精柴及び輸精管漏斗は各々２対である。…………２（２′）

１′． 口節は概ね腹暦と単一な背暦に分れている。精巣及び輸精管漏斗は各々１対である。……………………””・・

……………βγのｚｃＺｚ！ｏｂｄｅ〃”

　　　　　　　　　　　　　　　

１０３妄言

Ａ． 口節の背側部及び左右面倒部は８個の明瞭な指紙片に分れている………β．ｄｉｇ鳶餌”………………

　

３１）

ＡＡ． 口節は大体背腹両層に分れている。

－

　

９９

　

一



山

　　

口

　　

英

Ｂ， 上下両顎板は共に１個の大きな中央館と５対のず‘鵜小歯を具えている。 ……β．ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ・・↑………

　

２９）

ＢＢ． 上顎板は１個の長い中央歯があって側歯がない。 下顎板は路同大の５短謝を具えている。

……………………………………………………………β．卿わりα防ぎ，雀………………………………… ３ｏ）

２， 上顎板は１個の大きな中央断と左右２対の側小爾を具えている。雄性管の腺質膨腔部は二叉している。

．…””………………………・，…………・，・……………・・Ｃ々 細る”“７７ｃ〆”………………………………

　

Ｉ０３頁

Ｃ．ｏ岸岡α・ぎふ…………………………………… ２８）

２′． 上顎板は１個の大きな中央歯と左右３対－１０対の握り小歯を具えている。雄性管の腺質”彰膝部は分叉していないｏ

　　　　　

…………………………………………………………”・Ｓ解題ｚ”’２０ｄ凋んｆｓ

　

……………………………

　

ｌｏｏ頁

　

ＡＪ

　

若干の胴部大環節の背側には楼走する隆起及び横列する指歌突起がある。

　　

Ｂ． 胴部背側の指紙突起は比較的長く、 横走している著しい板状隆起の上に位置
．
しており、 その数は１節に

　　　　

つき８個である。 ………………………・”・”…………ＳＺ．Ｃ”惚‘郡 …－…… …”……………………

　

２７）

　　

ＢＢ． 阿部背例の指糠突起は比較的短かく、 その数は甚だしい変異があるが、 その数は１節につき１２個よりは

　　　　

多くない。 ………………………………………………ＳＺ，７ｆｃ版面・ｉ

　

……………………………………

　

２６）

　

ＡＡ．１胴部大環節の背側には横列する指紙突起物がない。………………………………………………………
３（３′）

３． 体は路梶柊形で、上顎板は１
ぐ顎二板に比して著しく大である。

　　

Ａ． 口節は１１個の指紙業を具えている。 ………・“”………・Ｓ！．”ｏｍ．ｏだ７！ｓ鳶…・・…・－…・…………………・′・，１４）

　

ＡＡ． 口節は８欄の指〆決葉を具えている。

　　　

Ｂ． 顎板の表面には略平行した数多の細礁がある。

　　　

Ｃ． 前部腎管のタト開ロは左右面倒線上にある。 ………ＳＺ．ｅｚｏｅｉｚｓ′ｓ…・・……………‐‐………………・１５）

　　　

ＣＣ． 前部腎管のタト間口は背側中央線に近く、その左右に対在しており、４燐の縦走筋繊維によっ
て隔てらォ

　　　　　　

ている。 ………………………………Ｓｚ．“２ｅｇ”／ｏ卿”加加ｓ

　

………………………………………… １６）
、

　　

ＢＢ． 顎板の表面には細像がない。 …………………………ＳＺ．！’≧ぞ‘たば！………………………………………
１３）

３′． 体は路円柱形で、上下両顎板は略同大である。

　　

Ａ． 口節は著しく前方に拡張して漏斗紙を呈している。

　　　

Ｂ． 後体部の腹面は多少局平となり、 第八及び節九大環節の腹而両側に
は各々１対の著しい円形突起がある。

　　　　

Ｃ． ロ節は１５個の指歌葉に分れており、顎板の側小歯は
４ー５対である。……

ＳＺ．ｓ２！ｚ減産

　

…………

　

２５）

　　　

ＣＣ． 口節の背側部は４個の大きな＝鰯伏葉に分れ、各葉の先端には２個の指歌突起がある。

　　　　　

”÷…．”．”……………．………．…．．…．．．．………．．…．．．ｓｚ．ル似加分““
′”ｉ

　

………………………………

　

２４）

　　

ＢＢ． 体の腹而は局本ではなく、叉円形突起は認め難い。

　　　　

Ｃ． 顎板の頻り小爾は３対である。 ………………………Ｓｆ．ｃ／ｚｏｓｅ？ｚ…………………小………………… ２２）

　　　

ＣＣ． 顎板のすき阻小菌は上板に７対、下板に６対である。 …………
ＳＺ．”肋加川ｃｚｒｓ……………………… ２３）

　

ＡＡ． 口節は比較的小さく、 漏斗テーｉとに
拡大 していない。 ……………………………………………………… ４（４′）

４． 口節は８個の指；庚葉を具えている。

　　

Ａ． 背側に４個の著しく長い指歓楽がある。，
………………Ｓｚ．卿だ”ｍｒｓ

　

………………………………… １８）

　

ＡＡ． 青側４個の指歌葉は左右両側のものに比して僅かに長いｏ

　　　

Ｂ． 顎板は１個の大きな中央歯と４対の側小歯を具えている。顎板の表而には細係がない。…………

　　　　　

”＝．…”“．………．．．．．”．”，…““”．．…，．・一””……“…・＆．′ｚの“ｏｄの７ね岱

　

……………………………… １９）

　　

ＢＢ． 顎板は１個の大きな中央歯と５対の側小歯を具えている。 顎板の表面にはネ関係がある。…………

　　　　　

”…………“．””…．“““………………………………・，ＳＺ．
・忽加“・！Ｇｚｆｓ

　

…………………………………１７）

４′．口節は９個叉は１３個の指歌葉を具えている。

　

Ａ． 口節には９個の指紙業がある。 ……………－………・…ＳＺ．鯛磯川ｏ′

　　　　　　　　　　　　　　　　

２０）

　

ＡＡ． 口笛ｉには１３個の指紙業がある。 …………………………ＳＺ．ｓ砂肋γ８７ぞｓ超…………………………………
２１）

ｓＺＢＰあ”クｚｏｄガムはｓＰＩＥＲＡＮＴＯＮＩ１９０６

ザリガニミミズ鳳

標徴：

　

ロ節の下部は腹唇となっているが、上部及び左右両側部は数多の薬片に分れて
指欺或は触手駅の突起とな

－１００－
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り、両自室は細い管道で連絡されている。
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」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

，

２６） ｓｉｅＩＰ九α兇ｏｄ“Ｚ“ｓ“ｃたｉｄ頑 （ＹＡＭＡＧＵ（細工）

ｃｅγαＺｏｄだ′”ｓｚに廟ｄｑｉ，山ロ、１９３２，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｌ〕ｏｎ．ｖｏｔ．１３，Ｐ．３６５，負ｇ３．

ｓｚ．（Ｃｅγα昭“左燈）？‘ｃ粥ｄば，１月ロ、１９３４，Ｊ．１ａＣ．Ｓｃｉ，Ｈｏｋｋａｉｄｏｌｍｐ．Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ，３，Ｐ．２１１，云ｇ．１５；１９３５，

植物及動物、第３巻、５５２一５６０頁、第３図 ９，１０，第５回 Ｅ．
産地。北海道（札－幌及その附近、

ード富良野、釧路、阿寒湖、然別湖）、宿主は Ｃ僻めαγｏＺｄｃｓ魚ゑのｚＺｃｚｆｓ．

２７） ｓｔｅＩＰたαｚｚｏｄｒ”“ｓｃかｒα友‘ｓ（ＰＩ回・ｔＡＮＴＯＮＩ）

α“０α“′Ｚｆｓα“”ね‘ｓ，Ｐｉｅｒａｎｔ。叫 １９０５，Ａｎｎ・Ｍｑｓ，ＺＯＯ１．Ｕｎｉｖ・Ｎａｌ）。ｌｉ（Ｎ．ＳＪ

　

Ｖｏ１．１， Ｎｏ．３１， ｐ．１，１）１．６；

１９１２，Ａｎｎ．Ｍｕｓ，Ｚｏｏｌ．Ｕｎｉｖ，ＮａＰｏｌｉ（Ｎ．Ｓ．）ＶＯＩ．３，Ｎｏ．２４，ｐ，９，五ｇ．１．

ＰＺβ節ｄ“ん‘ｓｓｐ，，川村、１９１８，日本淡水生物学、第３２５図。
Ｃｅｒのｏｄ“′那 α“〆”ｓ一”□・１９３２，Ａｎｎ．ｚｏｏ１．Ｊａｐｏｎ．Ｖｏ１．１３，Ｎ（）．４，ｐ，３６２，ｆｉｇ・１・

ｓｆ．（ｃｅγαＺｏｄ“！？ｆｓ）ｃ！“””ｆｓ．山口、１９３４，Ｊ．Ｆａと．ｓｃｉ．ＨｏｋｋａｉｄｏＪ１ｎｐ．Ｕｎｉｖ．．ｚｏｏＬ

　

ＶＯＩ．３′

　

ｐ．２１４， ｐｌ．１２ Ｄ；

　　　　

１９３５，植物及動物、第３巻、５５２一５６０頁、第３図 １１； １９３５，日本動物分類、第３分冊、３０頁、第１７図。
ＳＺ．α“”？婚，山口、１９４７，日本動物図鑑－１３７２頁、第３８８５図。

　

産地。北海道（層雲漢、下富良野、札幌附近、室蘭、倶知安、長万部、名寄、北見、 阿寒湖、 ルベシベ、 宿主は

　　　

ＣのめαγｏＺｄｅｓ 幽めの２ｉｃｒｆｓ．

Ｃの７２わα““〆” Ｅーｒ．１．脹 １９１２

　　

ヤドリミミズ腰

　

標徴：

　

ロ節は一般に背腹両辰に分れているが、口節の背側及び左右両側部は数個の葉片に分れ指状の突起となっ

ているものが少なくない。 胴部は一般に平垣で背面に横走隆起及び附属突起物はない。 上下両顎板は略同大である

が、 その形及び歯の数は一般に差異がある。 上板は１個の大きな中央歯と左右２対の，側小歯を具えているが下版は

通常中央歯がない。前部１対の腎管は胴部ｍの背側中央線上にある１箇の共通孔によって外通しているｏ橋藁及び

輪播管漏斗は各々２対あって胴部 Ｖ 及びＶＩに位置している・。雄性管の腕質膨自室部は二叉し、その鴬に１本の盲歌

副管が附属している。陰茎は不納輯性であるが、交尾室壁は孫鞄性である。 受精翼は分枝していない。

２８） Ｃｍ′ゐαｒ為にｏＺαｏたαｄα蓄 ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ

Ｃ．ｏん”ｄｄ，－－“ロ、１９３３，Ｐ１ｏｃ，１１１１１）．Ａｃａｄ．ｖｏｌ．９．Ｎｏ．４，Ｐ．１９１，ｆｉｇ．１‐ー２； １９３４，ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｌｄ＜ａｉｄｏ

　

ｌｍＰ．

Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．Ｖｏｌ．３，ｐ．１９０； １９３５，日本動物分類

　

第３ナブ肝、１７頁、第８図。
附記。本種は日光の湖に北アメリカから移入されたアメリカザリガニ（Ｃａｍｂａｒｕｓ） に附着していた標本を基礎と

　　　

して記載さオ たものであるが、Ｃｑ“２ｂｑ“〃ｃｏ毎．〆ｚＺ／”‘顔錫ｚおα（Ｌｅｉｄｙ） に同定さるべき疑いがあるｏ

Ｂγα７ｚｃゑ省ｏるｄＢＺＺα〇１）ＩＲＲ１８２３

ヒルミミズ属

標徴：

　

口節は
・
一般に背腹両唇に分かれているが、稀に口節の背部及び左右両側部は数箇の指状葉片に分れている

ものもある。 胴部は一般に平垣であるが、稲に横走する背側隆起を具えるものがある。
・上下の顎板は概ね同大のも

のが多いが、下顎板の比較的小さいものもある。顎板の形及び小歯の数は一様でない。 前部，腎管は胴部旧の背面乃

至側面にある１対の小子Ｌにょ「）て外開しているｄ

　

精葉及び蝋橋管漏斗は各々１対あって胴部▽に位置している。 雄

性管の自壊質膨！陸部は管厭或は多少膨んだ形で分岐していない。 陰茎は練縛性である。 筋肉性膨腹部は比較的小さい

が筋肉性陰茎嚢は長い。受精憂は管状或は瓶歌で分枝していない。

一１０３一



山

　　

口

　　

英

２９） βｒα陀ｃたｉｏわ‘ＺｅＺＺα ｏｒｉｅ薦士αＺ諺ｓ ＹＡＭＡＧＵ（｝ｉｌ［

β．ｏγｉｅ’－Ｚｄｉｓ，山口、 １９３４，Ｊ．
Ｆａぐ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏｌｌｎｐ．Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．３，ｐ．１８６．

行ｇ，１；１９３５，植物及動物、 第

３巻、５５２－５６０頁、 第３回２，第４図ａ，第
５図 Ｃ；ｉ９３５，日本動物分類、第３分冊、１５頁、第６図；

寵屋、１９４０，朝鮮博物学会雑誌、第２８号、３頁； 山口、
１９４０，関東州及満州陸水生物調査書、３９１頁、

第１２図 １ー２； １９４７，日本動物図鑑、１３７３頁、第３８８７図。

産地。朝鮮 （窓滴南道及北道、京畿道）、満州（興安東省、
＝舎捉蕪、 泰夫省万象嶺、 牡丹江省鏡泊湖、 吉林省敦

　　

化）、宿主は

　

Ｃｑ’；ｚ加地前ｇｓｓあの払お 及び Ｃ，ｄ似顔α‘ｓ，

３０） βｒα′にためるｄｅ夏α たｏｂα″αｓん諺 ＹＡ１Ａ（江田Ｌ１【

β， 初る”ｙ”紬”， 山ロ、１
９３４，Ｊ．Ｆａじ Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏｌｍｐ．Ｕｎ

ｉｕ Ｚｏｏｉ ｏＬ３．ｐ．１８８，６ｇ．２； １９３５’植物及動物、

第３巻、５５２一５６０頁、第３図１，第５図
Ｄ； １９３５，日本動物分類、第３分別ｉ・、１６頁、 第７図；

　

寵

屋、１９３８，満州生物学会報、第１巻、第２号、
４０頁；‐１９４０，朝鮮博物学会雑誌、 第２８号、３Ｆｔ、第２

図；

　

山口、１９４０，関東州及満州陸水生物調査書、
３９２頁、第１２図 ３； １９４７，日本動物図鑑、１３７３頁

第３８８８図。

産地。 朝鮮（忠滴南道及北道）、満州（興安
東省－－含捉獣、奉天省方家｛轟き、牡丹江省鏡

泊湖、吉林省敦化、 奉天省鶏

　　

冠山、連山関及び得利寺）、宿主は

　

Ｃのめ”γｏｍｅｓ吻燈猿 及びＣ．ｄｍげお郡．

３１） β１‐αＪｚｃためるｄｅＺＺα ｄｉ１７ｉｔαｔα ＰＩ１ＲＡＮｒｌのＮ工

β・ｄ〆ｇ＃”Ｚ”，ｉ９０６，Ａｎｎ，Ｍｕｓ．
ｚｏｏ１．Ｕｎｉｖ．Ｎａｐ。１ｉ（Ｎ．ｓ．）ｖｏ１．２，ＮＯ．１１，ｐ．１，ｐ

１．Ｖ Ｉ－５； １９１２，Ａｎｎ‐Ｍｕｓ‐

ＺＯＯＩ．Ｕｎｉｖ．Ｎａｐｏｌｉ（Ｎ．Ｓ．）、ｖｏｌ．３，
Ｎｏ．２４，ｐ．１８，ｉｇ． ロ．

産地。 簾記載はパリ博物館所蔵の北海通産のザリガニより
得た材料ｔ／こよったものであるが、まだ北海道から

はこ

　　

れに同定されるものが発見されていない。

ＶＩ．第三翌日 後生殖門類 （０ｌｉｇｏｃｌｌａｅｔａｏｐｉｓｔｈｏｒａ）

Ａ） 第一区 単精粟節類 （Ｍｏｎｏｔｅｓｔｉｃｕｌａｔａ）

　

ａ） 第一弾区 近受精嚢類 （Ｐ１ｅｓｉｏｔｌｌｅｃａ）

ミヅミミズ参ｉ・（Ｎａｉｄｉｄａｅ）

標徴： 体は一般に微小で、水中にある微細な沈澱物
の間や、水中にある諸・種の物体の表面を桃個

するもの多く、

一般に海泳能力もある。 主に無性分裂によって増殖するもので屡々芽生帯の生成に基づく連鎖体が見られる。・
剛毛

は通常各体節に４束（２束は背便り、 ２束は腹側） あるが、背側剛毛を全く鉄くものもある。
各剛毛束の剛毛数は一

般に多い。 腹束の剛毛は凡て鈎厭剛毛
でその先端が二叉しているのが普通である。 背束の構成は多様であるが、 先

端が二叉
′
しているか或は先端単一な鈎状剛毛と毛歌剛毛とからなっているものが多い。 隔膜は通常明瞭に存在して

いる。砂嚢は存在しない。 横走連合
血管がある。精葺きは１対で、Ｖ にあるも

のが多いが稀に ＶＩ叉は ＶＩ１
・
にあるも

のもある。 卵巣もｉ対でＩＶにあるのが普
通であるが、Ｖ叉はＶＩＩ真に在るものもあ

る。 併し何れの場合でも橋巣体

節と卵巣体節は隣接している。 精饗及び卵饗は一般に存庄しているが、 左右対をなしていない。雄性管は雄性管膨

腔部を具えており、その外開口である雄性
孔は卵巣体節にある。 受桶醍及びその開□は橋梁体

節に存在している。

本邦産種風検索表

１． 普銀り剛毛はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

２（２′）

１′， 背側剛毛がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”

　

３（３′）

２， 腹側剛毛は１１１乃至 Ｖ

　

に炊けている。 ”

　　　　　　　　　

Ｃ／ｚｑｅＺｏｇｏｓ‘８′

　　　　　

・

　　　　　　　

・

　

１０７頁

　　

Ａ． モノアラ員の体表に生活することか多く、
１１の腹側剛毛は ６－２０本の参朝た剛毛からなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｃ

　

′ぞ７ｍｍα

　　　　　　　　

，

　　　　　　　　

３７）

ＡＡ． 淡水海綿上に生活する。１１の腹ず期間“毛束は４－５本の釣歌剛
毛からなってし＼る。

”．”．……………”……………””………，・・・・・・………，．
Ｃ．”’′αガイメｅＺ

　

…………‐‐……………………３８）

２′． 腹例潮毛束は １１ 及びそれ以後の体笛鈍こ存在している。……
Ｓｃ／〃’⑦”デイ鯛Ｚｑ，…………

…………………”，ｌｏ６頁

－１０４－



本邦塵水陵貧毛環麟の目録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…Ｓ．方疑お”雛Ｚｓ

　

………………………………… ３６）
３． 背側剛毛束には毛歌剛毛がない。 ………………………………………………………………．……………

　

４（４′）
３′， 背側剛毛束には毛紙剛毛がある。 ……………………………

二………………………………………………，．５（５′）
４． 背側剛毛は凡てその先端が単一である。 …………………ーｏｓαをα………………………………………… １０６頁

　　　　　

…”．…．＝…………………………………………………０．ｓ産み“αｓｑ々．“ …………一…………………… ３５）
４′． 青側剛毛束ではその先端が二叉している鈎紙剛毛がある。…………Ｐｑγのｍｉｓ……………………… 叫，・１０６頁

　　

Ａ． 背側剛毛束は １１ より☆合っている。

　　　

Ｂ． 凡ての背側刷毛はその先端が二叉している。 ………Ｐ．７ｍ′メカ郷

　

……………………………………

　

３２）

　　

ＢＢ． 後体部では背側釣紙剛毛はその先端が分叉していない。 ……Ｐ．んｇ加川欲”郷α……………………

　

３４）

　

ＡＡ． 背ｉＨリ剛毛は Ｖより始まっている。 ………………………Ｐ．煽す御露畑

　

………・”…………………………

　

３３）

５． 体の後端には鯉摘板（ｂｒａｎｃｈｉａｌｆｏｓｓａ） がある。 ………………，‘…………………………………………． ６（６′）
５′， 鯉溝板がない。 ……………………，．

●
……………，、……………………………………………………………，． ７（７′）

６． 鯉溝板の．後端には１対の感覚性突起がある。 ………………Ａｆ‘Ｚｏｐ肋粥ｓ

　

………………………………… １１０頁
６′． 鰹、鷺板には感覚性突起がない。 ………………………………Ｄ好ｏ

　

…………………ふ…………………… １１０頁

　

Ａ． ２ 対の鯉突起及び鯉講板の背暦に二次的鯉突起が１対ある。 …………Ｄ．／方〃ｏｓｑ……………………

　

５５）

　

ＡＡ． ３ 対の幅、突起がある。

　　

Ｂ． 鯉溝板の背暦に二次的鯉突起が１対ある。 甲……Ｄ．たの卿“２２‘γ”Ｚ

　

…………………………………

　

５６）

　　

ＢＢ． 鯉誰板の腹線から延長した１対の二次的鯉突起がある。 …………Ｄ．Ｚの吻“ｏＺｏど

　

…………………５７）

． 殆んど凡ての体節には、各体節に１対宛の細練歌鯉突起がある。 ………βγ鯛，ｃＺＺＺ０ｄ“′２‘ｓ

　

…………… １１０頁 ．
β．“り”釧ｓお……………………

　

５８）

７′． 上記のような鯉突起がない。 ………………………………………………………………………．ｖ…………

　

８（８′）

８． 青佃鯛り毛束は１１から始まり、芽生帯では７筒の頭部体節が新生する。…・・・Ｐγ超克””…………………… １０７頁

　

Ａ． 口前葉は延長して吻紙となっている。

　

，

　　　

Ｂ． １１１の背束の毛紙剛毛は著しく長い。 …………………Ｐ．／のｚｇｌｓｅ奴……………………………………

　

３９）

　　

ＢＢ， 上記のような著しい長い毛紙剛毛がない。

　　　　

Ｃ．１１及び１口の毛紙剛毛は他節よりも短い。 …………Ｐ．タｚｑｓｑ′海……………………………………

　

４４）

　　　

ＣＣ． 凡ての毛歌剛毛は概ね尊長である。

　　　　　

Ｄ． 腹側剛毛は針厭鰯毛の概ね三倍の長さがある。………Ｐ，ｃ”〆”躍如

　

…………………………４３）

　　　　

ＤＤ． 腹側剛毛は針紙剛毛と略等長か又は少しく長い。……Ｐ．αｅｑｚば邪如

　

…………………………４０）

　

ＡＡ．

　

口前葉は吻欲に延長していない。

　　

Ｂ． 眼点がある。 …………………………… …”…………Ｐ，翻れタ？Ｚｓｅｆ企”……………………”…，……… ４２）

　　

ＢＢ． 眼点がないｏ

　

……………… … …’……－……………，Ｐ．γｏｓβα

　

……………………………………… ４１）
８′．
・背側剛毛東はＶ叉はＶＩに始まっている。芽生帯では５個の頭体節が新生する。 ………………………９（９′）

９． 特に著しく長い毛鉄則毛が１個叉は数個の体節にある。

　

Ａ． １口の毛歌剛毛は特に著しく長く、体表は微小なタト物片で覆われている。……Ｓ奴鯛’鄭……………１０９頁

ｓ．αゑ膨“ｄ北川郷の．・……．．．５２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，２

　

ｚＧ”，α

　

α，．‐１””“”

ＡＡ． Ｖ１，ＶＩＩ及びＶｍ の毛；俵剛毛は数多く、 しかも特に著しく長い。 ……ＲＺＰＳＺｅｓ

　

……，…””・“・””，・１０９頁

尺．知らγα ……………………… ５３）
９′． 特に著しく長い毛；庚剛毛はない。 体表は外物で覆われていない。………………………………………

　

１０（１０′）

１０． 口前葉は延長して触手ガだの突起となっている。……………Ｓかね“” …………………………………… １０９頁

Ｓ．・′”伽吻海 …………………………… ……”５４）

１０′．口前葉は触手状の突起となっていない。 ……………………Ｎ”お

　

………………………………………… １０８頁

　　

Ａ， 背側則毛東は Ｖ に始まっている。 …………………… Ｎ．魚Ｐｏ７７ａｍ・・」…………………………………

　

４５）

　

ＡＡ． 背側剛毛東は ＶＩもこ．始まっている。

　　

Ｂ． １１の腹側剛毛の結節は概ねその剛毛の中央部にある。

－１０５－



山

　　

口，

　

英

　

Ｃ． 針テーた剛毛の先端の小枝は甚だ短かく、．なおそれは
互に直角に分枝している。 一・●……・…・・・・・・・・・

　　　　　

．．…．＝．．．…………．・．．”．，，…”…．………………………………～，
．ノリ好ま”ゐ”鳶

　

……甲………… ４９）

　

ＣＣ． 針糠剛毛の先端の小枝は長く、なおそれは狭い角
度で分れている。 ……Ｎ．ｅ脳ｚ，ｇｚ‘≧ｓ…………

　

４６）

ＢＢ． １１の腹側剛毛の結節は中央部よりも基部に近く存在してい
る。

　

Ｃ． １１の腹ＩＨリ剛毛の上ジ枝は下校の約２倍の長さがある。

　　

Ｄ． ＩＶ 以後の腹“剖剛毛の先端の両枝は殆んど等長である。．………Ｎ．加
川〃云お …………………

　

５１）

　

ＤＤ． Ｖ工以後の数節では、 上枝は下枝の

　

３－４倍の長さがある。 …Ｎ．るγｅＺｓ物ｅ“…………………５０）

　

ＣＣ． １１の腹翻り剛毛の上枝は下枝よりも僅かに長い。

　　

Ｄ， ＶＩ の腹イ目唖剛毛は ｎ のものと殆んど等しい太さである。 ……刃，Ｇの’塀粥’ｚｚｓ

　

………”…・・”…

　

４７）

　

ＤＤ． ＶＩの腹側刷毛の太さは１１のものの太さの約２倍である。‐‐… Ｎ．ｏｂｉ”ｓα……………………

　

４９）

Ｐαγの２α省ｓｃｚｉＲＮエＡＵ８ＫＹ １８８０

ニセミズミミズ煽

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ノ

　

標徴：

　

口前葉は普通に発達しており、背腹両剛毛束の剛毛は同形の
鈎歌剛毛で毛綱刷毛はない。 その先端は二叉

しているが、稀に先端単一のものを含むことがある。
背側剛毛束はｎ，Ｖ或はＶＩに始まっている。 精葉はＶに、卵

巣はＶＩに、受精藁はＶに在る。 腸管はＶ
ＩＩＩに於て拡大して胃となっている。

３２）Ｐαｒα陀αｚ８兇αま遊′ｍ （ＢＲＩ馴淑江口粥）

Ｐ．？ｍｉｄｉ７ぞ”，近藤、１９３３．水道研究資料、第１
９号、第２８９一２９１図； １

９３６， Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１５，Ｎｏ．３； Ｐ．

３８４，ＰＬ

　

２３．６ｇ．６．

産地。大阪市

３３） 上をｚｒ似る‘ば８ＺまｔｏｒαＺＺＳ（ＭＵＬＬ．ｅｔ（）１釈ｓｒｍｌ））

Ｐ．腐りγ煽ぎｓ，近藤、１９３３，水道研究資料、，
第１９号、第２９２－２９４図； １９３６，

Ａｍ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．ユ５，Ｎｏ．３

　

Ｐ・

２８４，ｐｌ．２３ｆｉｇ．７；山ロ、
１９５３，Ｊ．Ｆａぐ，Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎ

ｉＶ．Ｚｏｏｌ．ＶＯＩ．１１ｊＰ．２８３．

産地。大阪市、．北海道藻琴沼
・（汽氷）。

３４） Ｐαｒｍｍｉｓ 兎ｅｔｅｒｏｓｅｔαＩＱ）Ｍ〕０

んじ加地ｓｅね，近藤、１９３６，
Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ，Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１５，Ｎｏ，３，ｐ．

３８４，ｐｌ．２３６ｇ．８．

　

産地。大阪市

〇ｓαたα１くＯＮＤＯ１９３６

オオサカミヅミミズ屋

標徴：・ロ前葉はよく発達しているが、吻紙を呈してはいない。背腹両剛毛束
は共に１１に姶つていて毛歌剛毛を含

んでいない。 背腹両剛毛は同形の鈎駅剛毛で、その先端は分
枝することなく単一である。

附言巳

　

この扇は Ｐ昭α”のｓに併合さるべきものであるかもしれない。

３５）

　

０８αたα８たお足αｓαた鳶 ＫＯＮＩ）（）

０．ｓ／‘”“”ｓ瞬ぎＺ，近藤、１９３６，
ＡｎｎＺｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏＬ

・１５，Ｎｏ．３，１）．３８３，ｐｌ．
２３ｆｉｇ，５．

産地。大阪市

ｓじあタフｚαγαα８“α ＮＩ１（コＨＡ回１品ＥＮ１９００

ハイミヅミミズ風

標徴；

　

口前葉はよく発達しているが長く伸びてはいない。 腹側剛毛束は口に始まっているが、背側
剛毛束は全く

ない。

３６） ｓｃ兎刀ｍｒｄαｅ夏α燈ＺＺｆｏｒｍ超 （ＳｅｌＩＮＡＲＩ）Ａ）

Ｓ．月産ヂリテ７’２鳶 近藤、ｉ９３３，水道研究資料、第１９多‐、第２
８６一２８７図； １９３６，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ，ｌａｐｏｉｌ．ｖｏｌ．

１５，Ｎｏ，３，Ｐ．

３８３，ｐｌ，２３

　

五ｇ．４．

－１０６－

　 　 　 　 　 　

《
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産地。大阪市。

Ｃ力α郷ｏｇαｓ加γ１く．Ｖ．ＢＡＥＲ １８２７

ヤドリミヅミミズ鳳

　

標徴：

　

口前葉は極めて小さいか或は全く鉄けている。背側剛毛束は鉄除しているし、腹側剛・毛東も１１１－Ｖ には

無い。
″剛毛は凡て先端二叉している鈎繍剛毛である。咽励ま広大であり、 食道は短かく長いものでも咽頭の長さに

達する程度である。横走連合血管は１対、 腹側神経索の前端は極端に穿孔性で明瞭な脳神経節となっていないｏ

　

精

巣及び卵巣は順次にＶ及びＶＩにある。受矯嚢はＶにある。体は無色透明か叉は多少白色を帯び、１５ｍｍ

　

より長い

　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

ものはない。 他の動物体に附着して生活するものがある。

３７），Ｃたαｅｉｏ９αｓｔｅｒＺ方ｍｍｅまＫ，Ｖ．・ＢＡＥＲ

Ｃ．蹴れ蛍ｍ熱 川村、１９１８，日本淡水生物学、第３２１図； 近藤、１９３３，水道研究資料、第１９号、・第２
８８図；１９３６，Ａｎｎ．

　　　　　

Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１５，Ｎｏ．３，ｐ．３８３，ｐｌ．２３６ｇ．３； ロー凸、１９４７， 日本動物図鑑、
１３７８頁、 第３９０３図；

　　　　　　　

１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏ．・ｖｏｌ．１１．ｐ．
２８３．

Ｃ．云お２．“”〆（？）山口、１９４０，関東州及満州圏陸水生物調査書、３８３頁、第１図。

・産地。大阪市、北海道（厚岸、札幌）・

３８）

　

でたαｅｆｏｇα８ｔｅｒα兄，ｚα，ｚｄαＺｅｉＳＴ回ＰＩＩＥＮＳ（）Ｎ

Ｃ・α７７７ｍ”ｄｑ／愛，ＳｔｅｐｈｅｎＳｏｎ，１９１７，Ｍ［ｅｌｎ．Ａｓｉａｔｉｃ

　

ｓ（）ｃ・Ｂｅｎｇａ１ＶＯＩ．６．１）．８８．

産地。琵琶湖。

ザメｓ霧７２α

　

ＥＨｒｍＮＲＥＲＧ１８３１

　　

トガリミヅミミズ厩

　

標徴：

　

ロ前葉は延長形のも●のが多い。 背腹両剛毛は共に１１に始まっている。背束は毛持たず剛毛と先端二叉するか或

は先端単一な針歌剛毛からなっている。 腹束は先端二叉した鈎厭濁り毛からなっている。胃はＶｍに在る。橋巣と受精

藁はＶＩＩに卵巣及び雄性孔はＶｍに在る。剛毛腺及び陰茎剛毛はＶＩ或はＶＩＩ及びＶｍに存在している。芽生帯では

７個の頭部隊節が新生する。
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Ｐ．超タｚｇおｅｚｄ，近藤、１９３３，水道研究資料、第１９号、第３０９一３１０図；
１９３６，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１５， Ｎｏ．３，ｐ，

　　　　　　

３８８，ｐｌ．２４行ｇ．１８；

　

山口、，１
９４７，日本動物図鑑、１３７９頁、第３８９７図； １９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　　　　　　　　

ＵｎｉＶ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１．１）．２８５，Ｔｅｘｔ‐ｆｉｇ．５，ＰＩ．Ｖ１１行ｇ．１．

産地。大阪市、札幌市

４０） Ｐｒ老ｓｆねｚα αｅｑｚぽ８鑓α Ｂ（）ＵＲＮＥ

Ｐ．αｅ磐ｄｓ“”，山口、１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．ｓｃｉ．Ｈｏｌｄくａｉｄｏ ＵｕｎｉＶ．ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１，ｐ，２８４，Ｔｅｘｔ‐ｆｉｇ．
・４．

　

産地。札幌市

４１） Ｐｒま８すねｍ ｒ０８ｅα（ＰＨ（ｍｌ押）

入信Ｚｄ友好“

　

γｏｓ似”“，ｐｉｇｕｅｔ，１９０６，Ｒｅｗ．ｓｕｉｓｓｅＺｏｏｌ．Ｔ．１４，Ｐ．２２３‐ー２５５，Ｐ
１，９６ｇ，２２，２８；Ｐｉｇｕｅｔ，ｅｔＢｒｅｔｓｃｈｅｒ，

１９１３，Ｃａｔａ．ｌｏｇｎｅ

　

ｄ

　

ｌｎｖｅｒｔｂ．ｄ．１．Ｓｕｉｓｓｅ

　

Ｆａｓｃ．７，ｐ．２５．

Ｐ“ｓ云お２α

　

γｏｓｅｑ，Ｕｄｅ，１９２９．Ｔｉｅｌｗ

　

Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄｓ，Ｔｅｉｌ１５，Ｐ．３０，行ｇ．２９．

　　　　

や

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

Ｐ．γｏｓｅｏ，近藤、１９
３３，水遭研究資料、 第１９号、 第３１１一３１３図 ； １

９３９，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１５，Ｎｏ．３，ｐ．３８７，

ｐｌ．２４五ｇ．１６；

　

山ロ、１９５３，ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃ
ｉ．Ｈｏｌｄくａｉｄｏ Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ＶＯＩ．１１，Ｐ．２８６．

産地。大阪市

４２） Ｐｒｌｓｔねｚα ｐれる，ｚ宏ｓｅｔα Ｋ（）Ｎ１）（）

Ｐ．Ｐ！７２’７Ｚｓｅｆｑ，近藤、１９３６，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ，Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ，１５，Ｎｏ．３，Ｐ．
３８７，ｐｌ．２４ｆｉｇ．１７．

－１０７－



山

　　

ロ

　　

英

産地。大阪市

４３） Ｐｒｉｓｔｉ兇α ｅαｐ立老ｓｅｔα ＫＯＮＩ）Ｏ

Ｐ．ＣＱＰ”〆ｓｅｚ”，近藤、１９３６，
Ａｎｎ．ＺｏｏＩＪａｐｏｎ，ｖｏｌ，１５，Ｎｏ．３，ｐ．３８８，ｐｌ．２４云ｇ．ｉ９．

産地。大阪市

４４） Ｐｒ諺ｓｔ玄粥α 薦αｓαＺ１ｓＫＯＮＤＯ

Ｐ．クｍｓｏ′ｚｓ，近藤、１９３６，
Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１５，Ｎｏ．３，ｐ．３８８，ｐｌ．２４ｆｉｇ．２０．

産地。大阪市

人偏Ｚｓ～ｌｔ｝ＬＬＥＲ１７７４

　　

ミズミミズ鳳

標徴：

　

口前葉はよく、発達しているが先端丸みを帯び長く伸びていない。 腹側
剛毛東は１動こ姶まるが、背側剛毛

束はＶ叉はＶ卿こ始まっている。 腹束は先端が二叉した鈎欄剛毛からなっており、１１－Ｖの腹側剛毛はそれ以後の体

節のものに比して常に長いが細い。 背束は毛持た剛毛と針撒剛毛とからなっているが、 針欺剛毛の先端は単一なもの

も二叉したものもあるが稀に櫛搬に分枝したものもある。 毛欺剛毛は体幅の二倍以上に達するものがなく、 叉特に

著しい長剛毛はない。環帯はＶ－ＶＩ動こ亙っている。橋巣はＶに、卵巣はＶ聴こ在る。雄性管膨睦部及び雄性 孔は

Ｖ域こ在る。階緒藁は隔膜 Ｖ／ＶＩ

　

から、卵繋はＶＩ／ＶＩＩから由来して存在している。 受精巽はＶにあって摘嚢と筋肉

質導管の区別が明らかに認められる。陰茎剛毛は雄性孔にあって２－５本で束をつくっている。

４５） Ｍαお ｊαｐｏ，ｚｚｃα

　

Ｋ（）ＮＤ（）

Ｎ．超加’２ｆｃ”，近藤、１
９３６，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１５，Ｎｏ．３，ｐ３８５，ｐｌ．２

３行ｇ，１２，

　

産地。大阪市

４６） Ｍ媒ｓｅＺ１兇ｇｚｚＺｓ ＭＵＴ山岡【も

Ｎ，メカｚ夢‘！＆ 近藤、
１９３６，Ａｉｍ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１５，

Ｎｏ．３，ｐ，３８５，ｐｌ．２３行ｇ．１１．

　

産地つ

　

大阪市

４７） ＭαＺｓｃｏ′川’ｍ凡禽 ＰＩＧＵＲＴ

Ｊ．ｃのれ？’２”クメｓ，Ｐｉｇｕｅｔ，１９０６，ＲｅＶ．ｓｕ
ｉｓｓｅ

　

ＺｏｏＬ

　

Ｔ．１４，Ｐ．２４７，ＰＩ．１ｏ

　

ｆ

　

ｉｇ．９，Ｐ１，１１ｆ

　

ｉｇ．１４一一１７，１‐９， ＰＩ．１２

　

行ｇ．

　　　　　　　　　　　

１１；Ｕｄｅ，１９２９，Ｔｉｅｒｗ． ＤｅＬ１ｔｓＣｈ１ａｎｄｓ．
Ｔｅｉｌ１５，ｐ．４６，Ｇｇ．５６；

　

Ｓｔｅｐｈｅｎｓｏｎ，１‐９３１，Ｐｒｏｃ．Ｚｏｏ．．

　　　　　　　　

ｓｏｃ．ｐ．３９．

～，ｃの”“”“げｓ，山ロ、
１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ，１ｏ

ｋｌ（ａｉｄｏ

　

ＵｎｉＶ．ＺＯＯ１，Ｖｏｌ．１１，ｐ．２８６，Ｔｅｘｔ‐賃ｇ．６．

　

産地。 札幌市、大津市、大阪市。

４８） Ｍαゐ りαｒねろ”ＺｓｐＩＱＵＥｒｒ

～．砂α“”疑′′ｓ，Ｐｉｇｕｅｔ，１９０６，Ｒｅｖ．Ｓｕ
ｉｓｓｅ

　

Ｚｏｏｌ．Ｔ．１４，Ｐ．２５３，ＰＩ．１ｏ

　

ｆ

　

ｉｇ．１０－１３，Ｐ１，ｉ‐１ｆ

　

ｉｇ．１８，２１，， ＰＩ．１２

　

行ｇ，

　　　　　　　　　　

１２；

　

Ｎ１ｉｃｈａｅｌｓｅｎ，１９２７、Ｔｉｅｒｗ．Ｎｏｒｄ‐ｕ．ｏｓｔｓｅｅ

　

Ｌｉｅｆ．９． Ｔｅｉ１６，ｐ．１０；

　

Ｕｄｅ， １９２９， Ｔｉｅｒｗ．

　　　　　　　　　　

Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄｓ

　

Ｔｅｉｌ１５，ｐ．３８４，６ｇ．５７．

配 り”〆〆の凄ｓ，近藤、１９３３，水道研究資料、第１９号、 第２９５－２９７図 ；
１９３６，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ＶＯＩ．１５，Ｎｏ．３，Ｐ．

　　　　　　　

３８４，ｐｌ．２３行ｇ，１０；ローロ、 １９４７，日本動物図鑑、１３７８頁、 第３９０２図、
ｉ９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　　　　　　　　

Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１，Ｐ．２８８，Ｔｅｘｔ－行ｇ．７，ＰＩ．ＶＩ１ｆ

　

ｉｇ．２．

　

産地。大阪市、京都市、鹿児島豚（霧島山麓）、北海道（根室、釧路）、樺太
（チベサソ湖）

４９） 配αｉｓｏるＺ”ｓα（ＧＥＲＶＡ１ｓ）

～．ｏむご”ｓ”，１」Ｊロ、１９５３，Ｊ．Ｆａｃ，Ｓｃ
ｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１，Ｐ．２９０，

′ｒｅｘｔ‐行ｇ．９，

－１０８－
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産地。北海道（稚内附近、根室）、樺太（チベサソ湖）、鹿児島懸（池田湖）、長崎市ハ

５０） 斯α細 るｒｅｔｓｃ兎ｅｒｉ ＭｌｏｌＩＡ鄭州；Ｎ

～，ろだ書ｓｃＺ解均，．山ロ１１‐９５３，ヱ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ＶＯ１，１１，Ｐ．２９１，Ｔｅｘｔ‐云ｇ．１０．

産地。 札幌市、長崎市

５１） Ｍ雄８βαｒｄαｚお ＰＩＱＵＥｒ

Ｎ．わγｅｚｓｃあげＺｖａｒゞ わαγｄｑ′！ｓ，Ｐｉｇｕｅｔ，１９０６，Ｒｅｖ，ｓｕｉｓｓｅＺｏｏｌ．Ｔ．１４，Ｐ．２７０，Ｐ１，１ｏｆｉｇ．２０，ＰＩ．１２五ｇ，４，５，１７，

～．ゑ”ｄメメｓ，Ｐｉｇｕｅｔ，１９０９，Ｒｅｖ，ｓｕｉｓｓｅＺｏｏｌ．Ｔ，１７，ｐ．２０６，ｐｌ．３行ｇ．１４－１６；

　

Ｕｄｅ，１９２９，Ｔｉｅｒｗ．Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄｓ

’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

．

Ｔｅｉｌ１５，ｐ．４８，ｆ

　

ｉｇ．５８．

～．汐ロメダメメｓ，［ーーロ、１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｌくｋａｉｄｏ

　

Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．Ｖｏｌ．１１，Ｐ，２８８．Ｔｅｘｔ石ｇ．８．

　

産地。北海道（塘路湖、根室）、扇－瑚市、宮崎懸（侠野）。

ｓＺαメタ卿

　

′ＲＪＤＯＶＳＩくＹ１‐８８３

　　

ヨゴレミヅミミズ周

　

標徴：

　

口前葉は丸みを帯び、体表は微小な外物で被われている。各体節には感覚乳頭突起の数環列がある。腹側

剛毛束は１１に始まっているが、 背側剛毛束はＶＩから始まっている。 腹束は先端が二叉した鈎滴制毛からなっている

が、背束は毛撒剛毛と先端が単一な針賭剛毛とからなっている。環帯はＶ－ＶＩＩを占めている。 ＶＩの毛ｉＨ〔剛毛は他

節のものに比して特に著しく長い。橋巣と受精璽はＶに、卵巣と雄性管膨魔部はＶＩにある一姿茎剛毛がある。

５２） ＳＺαりｉ’ｍ αＰ野ｅ７ｚ霞役‘Ｚαｔα（ＵＩ）Ｅ１Ｏ州）

ｓ．”姿夢の晒允可”Ｚ”，山ロ、１９３５，Ｊ．Ｆａｃ．ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１，Ｐ．２９３，Ｔｅｘｔ五ｇ．１１．

産地。北海道（札幌市、塘路湖）、樺太（チベサン湖）。

　　　　

・

産めＺ綿βｓＤＵ，丁ＡＲＩ）工Ｎ １８４２

　

フサゲミヅミミズ懸

標徴：

　

口前葉は触手歌に延長している。背＝割剛毛束は毛歌剛毛を含み、ＶＩから始まっている。 Ｖ１，ＶＩ１，Ｖｍ

　

の

毛撒剛毛は数多く、且著しく長く体幅の数倍に達する。

５３） 元老βｉｓｆｅｓｒ“るｒα ＬＡｇｒｏｏｍくＩＮ

産，γ７ずるγ”，Ｕｄｅ，１９２９，Ｔｉｅ・ｖ．Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄｓ

　

Ｔｅｉｌ１５，Ｐ，４０，

尺．γ”彰”，山口、１９４０，関東チトー及満州国陸水生物調査書、３８４頁、第 ３－４図； １９４７，日本動物図鑑、 １３７７頁、 第

３９００図。

産地。 満洲 （鏡泊湖）

ｓかＺαγＺα

　

ＬＡ八ＩＡＲＫ１８１６

　

デングミヅミミズ鳳

標徴：

　

口前葉は綜状乃至触手状に延長している。腹側剛毛東は１１に始まっているが、背側剛毛は ＶＩ

　

に始まっ

ている。背束は毛釈剛毛と先端が単一な針欺剛毛とからなっているが、腹東は先端が二叉した釣厭剛毛からなってい

る。精巣と受精藁はＶに、卵巣と雄性管膨腹部はＶ動こ在る。

５４） ｓｔ″Ｚα“αＺαｃ錫ｓｔｒま８（ＬＩＮＮＡＥＵＳ）

ｓ．′”ｃ７！ｓｚ“〆ｓ，川村、１９１８，日本淡水生物学、 第３２２図 ； 吉沢、１９２８，Ｓｃｉ．Ｒｅｐ．Ｔｏｈｏｋｕｌｍｐ．Ｕｎｉｖ．Ｂｉｏｌ．ｖｏｌ．３，

　　　　　　　

ｐ．５８７，Ｇｇ．１－２８； 近藤、１９３３，水道研究資料、第１９号、 第３０２一３０３図； １９３６， Ａｎｎ． Ｚｏｏｌ．

　　　　　　　

ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１５．Ｎｏ，３，ｐ．３８４，ｐｌ，２３６ｇ．９；

　

山ロ、１９４７．日本動物図鑑、１３７７頁、 第３９０１図；

　　　　　　　　　　

１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｌｄくａｉｄ。 Ｕｎｉｖ．ｚｏｏ，．Ｖｏｌ・１１・ｐ．２９２・

産地。 北海道（塘路湖、稚内附近のボン沼）、仙台、京都市（ミゾロ池）、琵琶湖Ｙ兵庫懸（昆陽池）。
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山

　　

口

　　

英

　　

二

上）ｅγｏ

　

ＯＫＢＮ１８１５

　

ウチワミミズ騰

標徴： 口前葉はょく発達して丸みを帯びている。腹側剛毛束は１１に始まっており、その剛毛は凡て先端
が二叉し

た鈎欺剛毛である。１１－ＩＶ（或は１１－Ｖ） の腹側剛毛はそれ以後のものに比して
明かに長い。 背側剛毛熟まＷ 叉は

ＶＩに始つていて各東は毛欺剛毛と先端が二叉した針歌剛毛とからなっている。体の後端は拡大して総溝板となり・

こ に対在している観突起がある。

５５） カーｅｒｏＺｉ７九ｏｓα Ｌ鴛ｉＤＹ

Ｄ．偽物ｓα，近藤、１９３３，水道研究
資料、 第１９号、 第３０４一

３０８図 ；，
１９３６，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．ｊａｐａｎ．ｖｏｌ．１５．Ｎｏ，３，ｐ．３８５，

ＰＩ．２４

　

行ｇ．１３．

産地。大阪市

５６） 刀ｅｒｏ比αｗα刀“ααＺ Ｋ０Ｎ］）Ｏ

Ｄ． 拓αｍｍ；２２〃”ｉ，近藤・、１９３６．
Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ，Ｊａｐｏｎ，ｖｏｌ，１５，Ｎｏ．３，Ｐ．

３８５，ＰＩ．２４６ｇ．１４； 山口、１９４７，日本動物園

銭を、１３７７頁、３８９９図。

産地。大阪市

５７） Ｄｅｒｏｔのみお足ｏｉｏｉ ＫＯＮＩ）｛）

Ｄ．『のめれｏＺＯＺ， 近藤、１９３６，Ａｎｎ，Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ，ｖｏ
ｌ．１５，Ｎｏ．３，１），３８６，１〕１．２

３Ｒｇ．１５．

産地。大阪市

Ａ２‘ＺＯＰゐｏγｚ‘ｓｓｃＨＭＡＲ１）Ａ １８６１

スエヒロミミズ風

・標徴： □前葉はよく発達しで丸みを帯びている。背側剛毛はＶ叉はＶＩに始まっている。 背束は毛欄副毛と先端

が州表した針紙剛毛からなっている。 体の後端々ま拡大して鰹溝板となっているが、 その後縁は延長して１対の総伏

附属物 （ｐａｌｐｉ）となっている。 その他の点では Ｄｅｒｏ によく似ている。

　

この扇の種類は本邦に蓬していること｛浅山口 （１９３８ａ） によって報告されているがまだ種名は明かではない。

βγ”７ｚｃあＺｏメタ”ｚ‘ｓ ＮＩＩＣＨＡＥ丁務ＲＮ１９００

エラオイミヅミミズ厩

標徴：

　

□前葉は丸みを帯びている。体の前端に近い体節に始まる多数の体節堪刻ま殆んど全体節に亙って、各体
節

に１対宛の続駄突起がある。 背側剛毛は無のある最前端の体節に始まっており、 各束は毛欺剛毛と針猷剛毛とから

なっている。なお、前体部の若干体節では、毛厭剛毛は鰹突起の内部に含まれて
いる。

５８） βｒα舵ｃ厩ｏｄｒｉＺｚ‘ｓんｏｒｚｅ′ｚｓｉｓ（ＳｒｐＥＰＨ１ＮＳＯＮ）

　　　　　　

ｖａｒ・ブαｐのみな”８ ＹＡハ．ＡＧＵＣ士”

β．みのずの２ｓ！ｓｖａｒ・迄ゑｏｍｃｚｒｓ－－－－コ、１９３８，Ａｎｎ．ｚｏｏｌ．ＪａＰｏｎ．ｖｏｌ・１７，Ｐ．５３０，行ｇ．１‐ ２，ＰＩ．２６，１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．
Ｓｃｉ．

Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

ＵｎｉＶ．Ｚｏｏｌ．ＶＯＩ．１１．Ｐ．２９４，１）１．Ｖ１ｌ

　

ｆ

　

ｉｇ．４，

β．ルｏγＺｅ’２ｓ≧亀

　

山口、１９４７，日本動物図鑑、１３７６頁、第３８９８図。

産地。北海道（塘路湖）

　

附記

　

この変種は印度から記載された β．／ｚの忽那声（Ｓｔｅｐｈｅｎｓｅｎ，ｉ９１０）とは主として剛毛束の構成に差がある。

イトミミズ料・（Ｔｕｂｉ行ｃｉｄａｅ）

標徴： 鵡体は小形であるが、一般にミヅミミズ料のものよりも大きく、犬なるものでは太さ２ｍｍ、長さ
２００ｍｍ

に達するものがある。 普通は水底の泥土中に棲息し尾部を水中に出していることが多い。 剛毛は各体節に４束に配

列していることはミヅミミズ科と同様であるが、 各束を構成する剛毛の数は一般にミヅミミズ料に於けるよりも比

較的少数である。 腹束の剛毛は先端が二叉した鈎厭剛毛が普通であるが、 稀には先端が分叉していないものを含む

ものがある０

　

背束の構成は頗る多様で、先端が二叉した鈎撒剛毛、先端単一な鈎賦剛毛、 櫛状剛毛及び毛欺剛毛な

－１１０－
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どが単独或は混在している。 凡て剛毛は背腹両束ともに１動こ始まって存在している。 一般に橋巣は・×に卵巣は×１

にあるが稀に生殖巣全体が前方に轄位しているものもある。 雄性孔は一般に ×（卵巣体節）に於て開口している。
’

受精膜を鉄くものもあるが、存在する場合は一般に×（橋梁体節）に於て開ロしている。 一般に対をなさぬ精嚢及

卵鍵がある。 無性分裂による増殖は行われない。

本邦産罵検索表

‘１． 背側剛毛東には毛級剛毛がない。

　　

Ａ． １ 対の雄性孔がある。 ……………………」……………，．Ｌみれタｚｏｄγ〆Ｚ２‘ｓ………………………………… １１１頁

　

ＡＡ， １ 箇の雄性孔が版面中央線上にある。 …………………尺たまｚｏｄ“′２‘ｓ………………………………… １１２頁

／． 幸罰則剛毛束には毛鉄剛毛がある。 ………………………………………………………………………………

　

２（２′）

　

．

　

生殖巣はＸ及びＸＩに、雄性孔はＸＩにある。

　　

Ａ． 副膨腔部があり、散在性の犠護腺がある。

　　　

Ｂ． 後体部には背腹側に於て右獅歯紙に配列した糸糸状の鯉突起がある。 ……βγの２ｃＺｚｉ鰯α…・－………

　

ｉ１３頁

　　

ＢＢ． 総紙の鯉、突起はない。 ……………………’………－・・Ｋｍりの’２２‘γ奴 ………………………………… １１３頁

　

ＡＡ． 副“朝鰹部なく、国塊状の燐護厭かある。

　　　

Ｂ． 体表は硝子膜性の小学Ｌ頭突起に覆われ、叉環状に配列した感覚小学Ｌ頭突起がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

………………Ｐｄｏｓｃｏ′”％

　

………………………………… １１２頁

　　

ＢＢ． 上記のような両極の突起はない………………………で？あげ錦

　

……………………………・ｒ……・１１２頁

２′、 生殖巣及び生殖孔は（２）に於けるよりも数体節前方に韓位している。…Ａ覆りｄ“Ｚｚｆｓ

　

………………… １１３頁

乙メタ７２７２ｏメデメＺｚ‘ｓＣ１ＡＰＡＲ国Ｄ回１８６２

ユリミミズ属

標徴： 背腹両側の剛毛束は凡て鈎欺剛毛からな・り、少なくとも前体部に於ては鈎欺剛毛の先端は分叉している。

心臓はＶＩＩＩ及び１×（叉はＶｍ）に在る。輸精管は長く、膨腹部には内雌のない塊紙の縞護腺が附属している。 贋正

陰茎があり、概ね硝子一醍性の陰茎鞘を具えている。 受精嚢中には精子塊がある。

Ｔｕｂｉｆｅｘ などと共に下水の底泥中に壌息することが多く、 尾部を水中に振り動かしているのが見られる。 泥衣を

まとっており、総体を刺戟すれば泥衣のまふ螺旋状に収縮する性質を有するものが多い。

本邦産種稔索表

１． Ｉ

　

Ｖ－× の腹側剛毛はそオ らの体節の背側剛毛に比して著しく長く且太い。……

　

乙．ｇｒの！ｄ′ｓ昭ｏｓｚｒｓ……… ６２）

１′． 上記のような巨大なｈ刷毛はない。

　

Ａ． 陰茎鞘の長さはその基部の太さの３－４ 倍である。 …Ｌ，一ｍＺ／！ｅ〆………………………………………

　

６０）

　

ＡＡ， 陰茎靴の長さはその基部の太さの １０一１１ 倍である。 ……乙．ｓｏｄα／ｉｓ………………………………… ５９）

ＡＡＡ． 陰茎靴の長さはその基部の太さの ３０－３３ 倍である。 ……Ｌ．粥ｏｚｏ例解諺 …………………………… ６１）

５９） Ｌね，“＠ｏｄｒｉｚｚ‘８８０αα”８Ｓ．”ＰｒＩＥＮＳ。Ｎ

Ｌ．ｓｏｄαなｓ，ｓｔｅｐｈｅｎｓｏｎ．１９１２．Ｔｒａｎｓ．Ｒｏｙ・ｓｏｃ．Ｂｄｉｎｂ．Ｖｏｉ．４８．１）・２９４・ｐ１．２６ｇ・９－一ｍ； ・９１７，Ｍｅｎ．・Ａｓｉａｔｉｃ

ｓｏｃ．ＢｅｎｇａＩ

　

ＶＯ１，６，Ｐ．９３，１）１．４

　

６ｇ．６

　

７

Ｌ．ｇｏｔｏｉ（一部）、畑ラド、１８９９，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ，３，ｐ．５，ｐｌ．２； 野村、１９１３，Ｊ．ＣｏｌＩＳｃｉ

　

Ｔｏｋｙｏｖｏｌ．３５，

ｐ．３，６ｇ．１一２４；

　

山□、１９４７，日本動物図鑑、１３７５頁、 第３８９５図。

乙．ｓｏｄメメｓ， 山口、１９５３，Ｊ，Ｆａｃ，Ｓｃｉ，Ｈｏｋｋａｉｄｏ、Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１，ｐ．２９６．

　

産地。東京都、札幌市、大阪市

６０） ＬＺ““ｚｏｄ．ｒ”ｚ‘ｓｚり”Ｚｅ″蓄 ＮＯＭＵＲＡ

Ｌ．ｇｏｚｏｉ（一部）、女田井、１８９９．Ａｎｎ．ＺｏｏＬＪａＰｏｎ．ｖｏｌ．３，Ｐ．５，ＰＩ．２，

乙，２卵”のま， 野村、１
９１３，Ｊ，Ｃｏｌｌ，Ｓｃｉ，Ｔｏｋｙｏｖｏｌ．３５，ｐ．３

　

４，６ｇ，２５－－３４図；

　

山口、１９５３，Ｊ，Ｆａｃｓｃｉ、 Ｈｏｋｋａｉｄｏ

Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ

　

ｖｏｌ．，１１，ｐ．２９６，

　　　　　　　　　　　　

－１１ｌｒ
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、 ．
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．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

く

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

，

｛

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

パ



山

　　

ロ

　　

英

産地。東京都、札幌市、鹿児島懸（関牟田池）

６１） ムれ，ｚ“ｏｄだ‘だ８ ｍｏｔｏ〃““αま Ｎ（）ＭＵＲＡ

Ｌ．’ｉｚｏｚの““〆〆， 野村、１９２９，Ａｎｎ．Ｚｏｏｉ．ｊａＰｏｎ・ｖｏｌ．１２，Ｐ．ｉ３１，ｉ

　

ｉｇ．１－５．

産地。東京都、仙台市

６２）

　

Ｌｉｍ′ｚｏｄｒＺ霞もｓ

　

ｇｒα履ｄｉｓｅｆｏｓはｓ

　

ＮＯＭＵＲＡ

Ｌ，ｇ′”；ｚｄ≧ｓｇｚｏｓ”ｓ，野村、１９３２，Ｓｃｉ．Ｒｅｌ）．Ｔｏｈｏｋｕｌｌ・ｌｐ．Ｕｎｉｖ．Ｂｉｏｌ．ｖｏｌ．７，ｐ．５１１，ｐｌ．１３－１７； 山口、１９４０， 関東

州及満沙”園陸水生物調査書、３８５頁、第５図１，第６回。

産地。 東京都、満洲 （泰夫省）

尺ん友ｏｄ“‘ｚ‘ｓ

　

Ｆ１【，Ｓｎ・ｒｒＨ

　

Ｉ９００

シロイトミミズ扇

標徴： 剛毛は背腹両東共に先端が二叉するか或は分叉しない鈎ｉ伏剛毛である。毛欺剛毛はない。雄性孔は単一で

ある。 受精蔓孔は１個叉は１対。 心臓は×或はその前方節に在る。 分化した橋謎自壊なく叉陰茎もない。 輸精管は短

かく目．１個の共通膨腔部によって外通している。

６３） 元売彰ｏｄ“Ｚ”ｓ 疑似ｏｓαｓ（ＨＡ聖ＡＩ）

Ｖ““”ｃｚ‘′７‘ｓ′鰯２ｏｓ”

　

畑弁、１８９８，Ａｎｎ．ＺＯＯＩ．Ｊａｐｏｎｖｏｌ．２，Ｐ．１０３，ｆ

　

ｉｇ．５；

崩蛇７ｚｏＰ脚ｅＰＺｉｏｎ‘ｓ′Ｚ’；ｚｏｓｚｆｓ，野村、１９１３，Ｊ．Ｃｏｌｌ．Ｓｃｉ．Ｔｏｋｙｏｖｏｌ．３５，ｐ．２，行ｇ．１－３０．

尺たまｚｏｄ鰭をｆｓ、′〆’；２ｏｓｚｆｓ，，山口、１９４７，日本動物図鑑ま、１３７５頁、３８９３図；

　

山口、１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ． Ｈｏｌｄ（ａｉｄｏ

　

Ｕｎｉｖ．

Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１，１）．２９７．

産地。東京都、札幌市

附記。Ｓｔｅｐｈｅｎｓｏｎ（１９３０） によれば

　

ｙｅγ粥加須郡 及び Ａ４Ｄ’ｍ卵Ｚｅｐ左研ご‘ｓは 産ん銘り霞ま卿ｓ に含まれているＵ

ｒ綿わけｅ％ Ｌ＾ＭＡＲＴ（１８１６

イトミミズ風

　

標徴： 背側！制毛束には鈎ｉ伏剛毛があり、少なく
・とも前体部では毛まけ｛剛毛が混在している。この鈎厭…刷毛はその先

端は二叉しているに止まらず、 通常両分枝間には小枝が櫛歌に並んでし・る。 腹側剛毛は先端が二叉している釣閥剛

毛で・ある。輸精管は膨ｉ陸部よりも長く、 膨勝部には内挺さのない塊状の橋諺勝さを具えている。
・贋正陰茎がある。 受精

嚢中には精子塊がある。

　

Ｌｉ’澗ｚｏの豹‘ｓ届と同様下水などの底泥中に棲む。

６４） ｒｚぬｉｆｅ尤

　

んα誌α蓄Ｎｔ）^ｍＢ△

７１霜α””′，野本ず、１９２６，Ｓｃｉ．Ｒｅｌ）．Ｔｏｈｏｋｕｌｌ・ｌｐ．Ｕｎｉｖ．Ｂｉｏｌ．ｖｏｉ．１，１）．１９３，ｆｉｇ．１－１８図 ； 山口、１９４７， 日打；動物

園鏡套、１３７６頁、３８９６図 ；

　

山口、１９５３、Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎ
ｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．ｉｌ，Ｐ．２９５．

産地。 東京都、仙台市、盛岡市、札幌市、大阪市

ＺコメｏｓＧｏ彰寛 ＬＲＩＤＹ１８５２

ヨゴレイトミミズ風

　

標徴： 背側剛毛束には概ね毛～閃剛毛がある。 鈎賭剛毛も背束に混在しているが、それは腹側剛毛束の釣歌剛毛と

は著しくその形態が異なっている。 腹側剛毛束の鈎開削毛は先端単一であるか或は二叉しているｏ

　

体表は硝子膿性

の小孔頭で覆われ、その鷺に体は比較的不透明に見える。
・非伸縮性の感覚孔頭は各体節に環状に配列している。 輸

精管は膨腔部よりも長く、 膨雄部には内庭のない塊歌の縞纏腺を具えている。 贋正陰茎がある“ 受精護中には精子

塊が形成される。

６５） ＰｅＺｏｓｅ。詑蕃，ｚ０７′ｍｒα蓄Ｙ いいＡ１（ｙｗ）ｅｔ ｏ１くＡＩ）Ａ

ＴＺゆけｅスてＬＰｅ／ｏｓｃｏＺｅｔ）“のれｚ〃”！，山本及岡田、Ｓｃｉ．Ｒｅｐ．Ｔｏｈｏｋｕ．ｌｍｌ）．Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１５，ｐ．４２８，ｆ

　

ｉｇ．１－２，

４‐－２０図。

－１１２「
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産地。秋田懸田沢湖（４２５ｎｌの深さより得られている）。

附記。山口（１９５３）は琵琶湖にこれと異なる種類を報告しているが、、種名は
決定さ．れていない。

βγの２Ｇあ白けα ＢＩ心．ＤＩ）ＡＲＩ）１８９２

エラミミズ鳳

標徴： 腹側剛毛東は先端の二叉している鈎欺剛毛からなっており、背側剛毛束は毛歌剛毛と先端の二叉した或は

分叉していない釣駅剛毛からなっている。 機体部に於ては、 各体節の背腹・各．側に１本宛の総欺の鰹突起を具えてい

る。 輸精管には副膨腹部を具えており、 塊状の橋謎腕はない。 膨腔部末端部の交尾器は特殊な筋肉嚢に包まれてい

る。 贋正の陰茎なく、 膨自室部の末端部が澱轄して偏陰茎となる。受精藁中には精子塊は形成されず、精子は無定形

の集団となっている。

６６） βｒα′にたま“ｒα８０ｗｅｒｂ〆 Ｂ１１）ｌｍＲＩ）

β．ｓｏｗ鍔る“

　

川村、１９１８，日本淡水生物学、第３２７図；

　

山ロ、１９４７，日本動物図鑑、１３７５頁、 第３８９４図Ｌ；１９４９，学

葵、第１巻、第１号、１３３頁；
１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎ

ｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１，ｐ．２９６．

産地。 東京都、大津市（琵琶湖）大阪市、奈良懸、兵庫類、大阪府、固間市、鹿児
島懸、大分懸、北海道（函館）

尺為のαタ””γＺα ＳｒｒＥＰＨ回Ｎ‐駅）Ｎ １９１７

カワムラミミズ鳳

ノ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

′

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

；

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

｛
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′

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

′

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

－

　

÷

　 　 　 　

、

　 　 　 　 　 　

，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

；

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

′

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

．

標徴： 腹側剛毛は釣歌剛毛で、その先端は軍一であるか或は二叉している。背側剛毛東は毛統側毛と先端が単一

な鈎歌剛毛からなっている。 鯛はなし毛 膨雌部には副膨腹部を具えており、 据護腺は散慢性である。陰茎はあるが

偽陰茎と見られる。交尾器の終端部は筋肉性の薬に包まれている。 陰茎剛毛はない。 精子塊は形成されず、受精嚢

中には精子は不定形の集団となっている。

６７）

　

脇αｗα刀ｍｒｉαＪαＰｏ箆たα Ｓｒｒ図ＰＨ日ＮＨＯＮ

Ｋ．ブリのｚｉｃｑ，Ｓｔｅｐｈｅｎｓｏｎ，１９１７，
Ｍｅｎ．・ＡｓｉａｔｉｃＳＯＣ．Ｂｅｎｇａｌｖｏｌ．６，ｐ・８９・

産地。琵琶湖（湖底の泥土中より採集された。最も深いところでは３２０
フート．）ｂ

　

附記。既に山口（１９４９） が述べた如く、その後琵琶湖からは採集されたことなく、
Ｂ・γのｚｃＺｚ加地ｓｏｚ夕げ好ま

　

の慶異

　　　

体が記載されたとの疑いがある。

Ａｚ“ｏｄγ“ｚ‘ｓＢＩ電解ｒＳｔ｝ＬＩ１Ｒ１８９９

ヒメイトミミズ風

標徴：’腹側剛毛束は先端が二叉している鈎歌剛毛からなり、背側剛毛束は先端が単一叉は二叉している鈎欺剛毛

からなっているか或はこれに毛欺剛毛を混じているものもある。 叉種頚によっては背側剛毛の先端が櫛駅或は擢状

を呈するものもある。各剛毛束の剛毛数は一捌こ多数である。 生殖器仝掴ま Ｔｕｂｉｆｉｃｉｄａｅ 一般の位置よりも一体節

乃至数体節前方に位置している。雄性孔は１対叉は１個である。精巣は１－２対。体の後端には体節の分化を示さな

い特別の継端部がある。

６８） Ａ”Ｚｏｄｒ”“ｓＪαｐｏ’②まｃ“ｓ ＹｊいＩＡＧＵＧＨＩ

Ａザリｏ頒α‘ｓ，山口、１９５３，Ｊ，
Ｆａｃ，Ｓｃｉ，Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎｉｖ，Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ，１１，Ｐ．２９

８，Ｔｅｘｔ石ｇ．１２，ＰＩ．Ｗ 賃ｇｓ．５－７．

産地。北海道（札幌市園山）

ｂ）′第二頭区

　

前受精襲類 （Ｐｒｏｓｏｔｈｅｃａ）

　　　　

ヒメミミズ料 （Ｅｎｃｈｙｔｒａｅｉｄａｅ）

　

標徴： 体は概ねイトミミズ料のものに比して小形のものが多く、白色を帯びるが淡紅色のものもある。陸塵のも

のも水棲のものもある。 剛毛は各体節に４束あることばイトミミズ料などと同様であるが、 背束は側方に偏してい

るものが多い。背腹両東の剛毛は同様の形態で、共に結節のない鈎厭剛毛であるが、 棒状を呈する
ものもある。 剛

毛の先端は

　

Ｐｒｏ幽妙ｚｒｓを除いては分岐していない。頭孔は一般に存在しており、背孔はないのが普通である。砂嚢

は存在しない。隔腹腕は、Ｐｒｏ如か”ｓ届を除き、隅腹ＩＶ／Ｖ 及びその後方若干の隔膜に
発達している。背面．徹は前

体部のみにあって、その後端は囲腸血萱に続いている。腎管は特殊な凝集型を示している。緒巣は
×１に卵巣はＸＩＩ

－１１３－



山

　　

口

　　

英

にあるのが原則である。イトミミズ科などに見られる精嚢及び卵藁（共に隔膜の膨出に由来する）はＭｅｓｅｎｃｈｙｔｒａｅｉｕｓ
扇を除いては存在しない。 雄性漏斗は一般に円筒歌に延長しており、雄生管は通常、 腕質及び筋肉質に富む柊端器
を通じて一般にＸＩ１（卵巣体節）に開口している。 受撒襲は一般にＶに・あって、 その開ロは体節閉溝ＩＶ／Ｖ或はその
後方に位置している。 叉受精藁は食道と交通しているものが多い。 生殖器全体は、極めて稀に、受精蔓を除き３－４

体節前方に位置するものもある。無性分裂による増殖は行われない。‐

　

この科の中で水譲のものとして本邦から知られている種類は、 Ｐｑ物ｙメメぎみ燈 属の１種であるが、 なおこの外に種
名は明かではないが Ｍｅｓｇ’がり〃αβ”ｓに属する種類が棲息している（山口、１９５３）。

ＰαＧみγαγ”Ｚ‘ｓＣＬＡＰＡｉこＥＤＥ１８６１

インヒメミミズ風

標徴： 剛毛は釣持た剛毛であるが先端は分叉していない。 同一剛毛束の剛毛は凡て殆んど等長である。頭孔は口前

葉の後縁に存在しているが、 背孔はない。 食道は漸次に陽に移行している。背血管は通常は環帯部後方から発して
いるが稀に聯帯部から発しているものもある。 結髪は分れて数多の小葉となっている。． 輸精管漏斗は円筒歌をなし

ている。輸精管は長いが主として皿中に収まってし・る。 精嚢及び卵蔓はない。 交尾器はルソブリシルス型である。
受精膜は消化管と交通しており、副嚢はない。

６９） Ｐαｃ九″ｄｒ”綿ｓ′ｚめ野ｏだた綿ｓ ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ

Ｐ．“幼少ｏ７’に”ｓ，山ロ、１９３７，Ｊ．Ｆａｃ．ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏｌｍｐ．Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．５；Ｐ．１３７，１）１．６，ｔｅｘｔ‐五ｇ１； １９４７、 日

　　　　　　　　

本動物図鑑監、１３７４頁、 第３８９２図 ；，山口、１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１， ｐ．

　　　　　　　　　

３００．

産地。北海道（原岸湾、忍路湾、室蘭附近、海藻の細砂隣中に棲息する）。

Ｂ） 第二区

　

榎精巣節類 （Ｄｉｐｌｏｔｅｓｔｉｃｕｌａｔａ）

　

ａ） 第一亜区

　

前雄性門類 （Ｐｒｏｓｏａｎｄｒｉａ）

　　

ナガミミズ料 （Ｈａｐｉｏｔａｘｉｄａｅ）

　

標徴： 縫体はあまり太くない割合に長く、 ２５０ｍｎｌ以上のものも稀ではない。水棲叉は掘地性陸棲のものが多く

地下水から発見されるものもある。剛毛は各体節に４束（背束２，腹束２）あるのを原型とするが、 各束は２本の剛

毛からなるもの、 或は１本の剛毛によって代表されるものがあり、 叉全く背束を炊いているものもある。従って、
各体節には８本、４本或は２本の剛毛が存在する。剛毛は一般に鈎状でその先端は単一であるが、なかには鎌状剛毛
と名づけられるものもある。 叉背束の剛毛と腹束の剛毛とは大さの異なるものもある。 生殖髪配置に於ける原型は、
２対の精巣は×及び×工に、２対の卵巣は×１１及び×ＩＶ にある。雄性管の形態的分化は低く、単純な管状を呈し、掘

帯護腺及膨腹部は発達していない。 雄性孔は２対叉は１対で各精葉体節の次の体節で開ロしている。 輸卵管孔は２

対叉は１対で体節間樽×ｎ／×皿及び×１１１／×ＩＶ叉は×１１／×１１１に開口している。雄性孔及雌性孔（輸卵管孔） は共に境

部にあって、 雄性孔は雌性孔よりも前方に位置している。 受精嚢は簡単で副繋がなく、 環帯よりも前方に於ける体

節間溝に閉口している。食道には全く砂嚢を歓くものと、 これを有するものとがある。 橋蔓及び卵嚢は存在する。
各体節には各１対宛の横走連合血管がある。

本邦達種風検索表
１，

　

各体節には単独な剛毛が４，本或は２本ある。 砂嚢がある。 …・・・猛りあすα寛Ｚｓ

　

…………………………… １ー５頁

　　

Ａ． ｉ学制剛毛は全くなく各体節には２本宛の剛毛がある。 特に １１－ＸＸ に至る体節の腹側刷毛の大さは甚だ異

　　　

つている。 …………………………………………………丑．ｇ”ｓかｏＧ／ｚ僻目券，……，………………………

　

７１）

　

ＡＡ． 背側剛毛は後体部を除けば存在しており、舷側剛毛の大さには著しい差異がない。

　

………………

………………………………………………………………互，ｇひだ遊ぼｄｅｓ………………‐‐……………… ７ｏ）

１′． 各体節には８本の剛毛が裏）り、 ２本宛対をなしている。 各対の剛毛ｒＰＩ本は先端二叉しているが、他の１本の

　　

先端は分岐していない。 ………………………………………猛β加川物那加〃” …………………………… １１５頁

　　　

亙 ｇね７ｚｄｚ〆”“ｓ

　

…………… ………‐‐…

　

７２）

－１１４－
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．
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・

，賊αＰあお鱒ｓＨｏｐＦＭ川柳贈る１８４３

ナガミミズ扇

　

標徴： 背側剛毛と腹側剛毛とは等大でないのが普通である。 一般に２対の雄性孔はＸＩ及び×１１に、２対の輸卵管
孔は×１１／×ｍ 及び ×ｍ／×ＩＶに（或は１対で１１×／×１口に）在る。潜熱ま２対でｘ及び×動こ、卵熟ま２対（叉は１対）
で×１１及び×１１ー（或は×１１）に在る。 食道には腕質及び筋肉質の砂嚢がある。 輸精管は短かく且簡単で膨腹部はない。
受精巽は２－４対ある。

７０） 品αｐｉｏｆαに逸 ｇｏｒｄ！ｏｉｄｅｓ（ＨＡＲｒｐハーＡＮＮ）

亙．ｇ砕破卵ｄｅｓ，山口、１９３７，Ａｎｎ．ｚｏｏ１．Ｊａｐｏｎ．′ｖｏ１．１６，ｐ．６８
ぶｇユ ｐ，．４； １９３８，植物及動物、第６懲、１２０３頁、

　　　　　　　

第１２図 ； １９４７，日本動物図鑑、１３７１頁、第３８８３図； １９５３，ｊ．Ｆａｃ，Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

Ｕｎｉｖ．
・Ｚｏｏｌ．

　　　　　　　　　　　　

ｖｏｌ．１１，ｐ．３０４．

産地。札幌市

７１） 五百‘ｑ，ＺＯ友ねば８ ９αｓわり・ｃたαｄｚ‘８ ＹＡＭＡＧＵ（｝１１【

″．ｇｎｓｚγα力”“？′ｓ，山ロ、１９５３，１．Ｆａｃ，Ｓｃｉ．Ｈｏｋｌくａｉｄｏ Ｕｎｉｖ．Ｚ（×）１．ｖｏｌ．１１，Ｐ．３０４，Ｔｅｘｔ‐行ｇｓ．１３，１４，ＰＩ．ｍ ｆｉｇ．８．

　

産地。 札幌市（今まで採集されたものは凡て堀板井戸から得たもので、ｊ世下水棲息者と考えられる。）

行目ＢＺＢγｏｃゐαｅ〆ｅＺＺＱ ＹＡＭＡ（ぇＵｅｌｌｌ１９５３

カワリナガミミズ風

標徴： 一般に剛毛は各体節に４対在る。各対を構成する２本の剛毛は互に異つた形態で、１本は先端が二叉して
いる鈎厭綱Ｕ毛で明瞭な結節がある。そして他の１本は先端が単一であって紺＝節がない。緒巣は２対で、Ｘ及びＸＩに
卵巣も２対で×１１及びＸｍに在る。受精裏は４対でＶ１，ＶＩ１，ＶＩ１ｒ，及び×動こ位置している。

７２） 鼠郷ｅｒｏｃた，αｅｉｅ“α９加兇ぱ秘Ｚαｒｉ８ＹＡＭＡＧＵＧＨＩ

Ｈ．ｇ′”ｚ吻 如“ｓ，山口、．
１９５３，Ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ，１１，ｐ．

・３０６，Ｔｅｘ析ｇｓ．１５－１９， ｐｌ． 囲

　

行ｇ．
９，１０．

産地。・大阪府（箕面川）

ジユズキミミズ料・（Ｍｏｎｉｌｉｇａｓｔｒｉｄａｅ）

　

標徴： 機体は中形乃至大形のものが多く、陸棲のものが普通であるが、水棲乃至湿地倭のものもある。剛毛は先

端が単一な鈎紙剛毛で、各体節に４対ある。 雄性孔は１対叉は２対で体節間溝×／ＸＩ１，×１／×１１或は×１／×ｍ に叉はそ

れに近く開口し．ている●。雌性孔は１対で、体節間溝×１／Ｘｎ，或はＸｍ 叉は×ＩＶに開口している。雄性及び＝堆性の両
孔は共に環帯部にあって、雄性孔は雌性孔よりも前方に位置している。 精巣は１対又は２対であるが、 各々は雄性
漏斗と共に隔膜に懸垂している特別な精巣襲中に包まれている。 卵巣は１対である。 砂嚢は一般に２個以上で、精
巣体節の後方に於いて陽の始端に存在している。最後方の心臓 （収縮性横走連合血管） は卵巣体節よりも２体節前
方にある。体節熟ま大腎管

′（Ｍｅｇａｎｅｐｈｒｉｄｉａ） である。掘護腕があり、それは雄性管の末端と交通している。 受精蔓
は１対叉は２対で長い管状の導管をもっている。卵襲は１対で、卵巣体節から後方に延長している。

‘かα多“”” ～ｌｒｃＨＡ回ＬＳＩりＮＩ９００

　

標徴： 環帯は ×－Ｘｍ の大部を含んでいる。雄性孔は１・
対で×／ＸＩに、輸卵管孔は１対で×１／×１１に在る。 受精

膜評Ｌは×１１／×ｍにある。砂嚢は２－８個。 心臓は１×にある。受精繋の外端部は膨らんだものも膨らんでいないものも

あるが、この部に続いている腕はない。 橋藁及び雄性漏斗はそれぞれ１対で、 隔膜

　

ＩＸ／×上の精藁襲に包まれてい

る。卵巣は１対で×動こ位置している。 １対の卵巽があり、隔膜×１／×１１より後方に伸びている。縞護腕は牛球状乃至
円筒形で種々の形を示し・ている。

　 　 　 　 　 　 　

く

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

．′

　 　 　 　 　 　 　 　 　

． ・ ′

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

〉 ・ Ｊ ｝

　

．、．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 、．・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

′

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

． ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

′

　 　 　 　 　 　 　

く 、

　 　 　 　

｛

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

′

　 　

′

　 　 　

′

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

′

　

〉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ず ）、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

′

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

－

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

、

　 　 　 　 　 　 　 　 　

′

　 　 　 　

±

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ リ ｛

・一１１５－



　　

山

　　

口

　　

英

　　

二

７３） Ｄｒαｚｐｉｄα 兎α錦αｍｉｍｉｚ錫 ＨＡ「ｒＡＩ

Ｄ．ル瞬ぎのれｉ’’ｚｉｚ鶴 瀬非、１
９３０，Ｓｃｉ．Ｒｅｐ．

Ｔｏｈｏｌ（ｕｌｍｐ．Ｕｎｉｖ．Ｂｉｏｌ．ｖｏｌ．５，ｐ．
４８５，６ｇ．１ー７； 大淵、

１９４７，日本動

物図鑑監、１３７０頁、
第３８７９図。

産地。石川懸（八田村）

ｂ）第二甑区

　

後難性門類 （ｏｐｉｓｔｈｏａｎｄｒｉａ）

　　

フトミミズ料 （Ｍｅｇａｓｃｏｌｅｃｉｄａｅ）

標徴：・ 鎚綻ば一湖に大形であるが、 比較的
・
小形のものもある。 多くは陸棲であるが稀に海対生の泥砂中に棲息

し、或は牛水棲のものもあ
る。 剛毛は一般に先端が単一な鈎井夫ミ剛毛で、 ルソブリクス型或は

ペリケータ型の配列を

もっている。環欝は×ＩＶ叉はその前方から
始まっている。 背孔は存在している。雄性孔は１対で、

×Ｖｍ（稀に×１×）

に位置じており、 雌性孔は・対叉は腹倶
り正中線上の１個で一般に ×ＩＶ に開ロしている。一般に精巣は２対でＸ 及

び×１にあるのが原則であるが、その中の１対が消
失し、×叉は×工だけに橋藁があるものもあるｏ 卵

巣は１対で×１１１

に在る。凝議腕は存在する場合は管状
叉は総状を呈している。受精藁は一般に１－７対で、精巣体節よりも前

方で、

それぞれ体節間群に閉ロしている。 体節器は大腎管 Ｍｅｇａｎｅｐｈｉｄｉａ叉は小腎管 Ｍｉｃｌｏｎｅｐｈｒｉｄｉａ である。－般に１

個の砂嚢は橋藁体節の前方に‐存在する。

Ｐのｚｚｏメグズ”は Ｅ．ＰＲＲＲ．１８７４

インミミズ風

標徴： 剛毛は各体節に８本ある。雄性孔も輸卵管孔も対をなしている。受精蔓
孔は２対叉は４対で、その最後対

はＶ１ｎ／１×に在る。砂嚢は退化型として存在するか或は
全くない。体節器は大胃管で、環帯の前方体節には存在しな

い。橋巣及び雄性漏斗は×及び
×１に在る。橋巣嚢はない。 偏護腕は管状である。精嚢は２対で、 ×１及び×１１に

在る。

ア４） Ｐｏ７ｚ土ｏｄｒ“ｚ‘ｓ ｍαｆｓｚ‘８厳ｍｅ′ｚｓｉ８１１ｚＵＫＡ

Ｐ．粥”郷ｒｓ膚〃２ｅ’？ｓ！ｓ，飯塚、
１８９８，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏ

ｌ．２，ｐ．２１，ｐｌ．２；

　

山口、 １９４７， 日本，
動物図鑑、 １３６９頁、

第３８７７図 ； １９５３，Ｊ．Ｆａ
Ｃ，Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｕｎ

ｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１，ｐ．３０９．

産地。 宮城懸（松島湾、宮古島）、ホ
－－－奈川懸（三崎）、両同市（西公園海浜）、

小倉市（藍烏）、明石海岸。

Ｐ為８γ郷““” ＫＩＮＲ．１８６７

　

ｅｍ．～１ＩＧＨＡＲ１ｓＡＮ １９００

フトミミズ鳳

　

標徴： 剛毛は各体節に多数あって環欺に配列している。環帯は一般に

　

ＸＩＶ，ＸＶ 及び ×ＶＩを占めている。雄性

精孔は一般に×ＶＩＩＩ稀にＸＩＶに在る。輸卵管孔はＸＩＶに在る。 受精裏
孔は１－６対あって１１１－ＩＸに位置している。

票及び雄性漏斗は精藁嚢に包まれている。橋護腺は分枝系をなしている。砂嚢は１個
で ＶＩＩ／Ｖｍ と 幻ＸＩの間に在

る。体節器は小腎管である。 陰茎
剛毛は殆んど凡て存在しない。

　

この扇の種類は非常に多いが純水棲のものは殆んどなく牛水棲のものは多少ある。

　

この届の種類は本邦から多数知られているが、次の２種は水田の畦に棲息し多少
水中生活に…適畦するようである。

７５）・
Ｐたｅｒｅｔｉｍα ｄかｅｒｇのるｓ Ｍ１ｅＨＡＲ丁」ｓ１Ｎ

Ｐｅγｉｃ／ｚｏｅＺｑｓｐ，山口、１９３０，動物学雑誌、第
４２巻、４６９号、５５頁、第９－１０図、第

１回版 １３．

ＰルｅγｅＺ都銀 霞鰐γｇＢ’′ｓ，細井、１９３１，みみず、 東
京、１

８５頁、 第
３６図 ；

，
六淵

　

１９３７， Ｓａｉｔｏ‐Ｈ０‐ｏｎ

　

Ｋａｉ． ｎｌｕｓ． Ｒｅｃ．

Ｂｕｌｌ．Ｎｏ．１２，ｐ．６７一１０８，ｆｉｇ．１１一２８；

　

ｉ９３８，植物及動物、第６巻、ｉ９
９５頁、 第６－７

　

図；

　

小

林、１９３８，
Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１７，ｐ．

４０５； 岩田、１９４３，札幌農林学会報、第
３６巻、４７頁、附

図

　

３－‐４；

　

大洲、１９４７，日本動物図鑑、
１３６３頁、第３８５８図。

産地。木琴Ｂ各地に普通に産する。

附記。大概＝（１９３８）、岩田（１９４３）によれば水
田の畦に産し、稲作に害がある。

－１１６－
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７６） ＰＺＺｅｒｅ”“多α αｃＺ′ｚｃｔα （Ｇ（γｒ（、ｅｔ日ＡｒｒＡ工）

Ｐｅ“ｃみ口ｅｚｑ 偶力だね， 五島及畑非、１
８９９，Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏ

ｌ，３．ｐ，１６．

Ｐｅγに／ｍｅｆｑ”Ｇ′”””？，－－ーー口、１９３０，動物学雑誌、
第４２巻、４６９号、５２頁、 第

４図、 第１図版 ８，９．

Ｐ卿γ妬み“””メタにＺＱ、畑井、１９３１，みみず、 東京、
１８２頁、 第３２図 ； 遠藤、１９３７， 北農、 第４巻、２１

３頁； 大湯”、

　　　　　　　

１０３８，植物及動物、第６巻、１２，号、２
４頁、第４図、第５図

Ａ； 岩田、１９４３、 札幌農林・学会都、第

　　　　　　　

３６巻、４８頁、 附図 １－２； 大洲、１９４７，日本動物図鑑、１３６０頁、第
３８５０図。

　

産地。本邦に広く分布している。

　

附記。遮蔽（１９３７）、岩田（１９４３）によれば北海道に於て
は水田の嘘に多数棲息するところがあり、 稲作に害があ

るｏ

ツリミミズ料 （Ｌｕｍｂｒｉｃｉｄａｅ）

標徴： 機体はフトミミズ料のものに比して小形のものが多いが、可なり大形のものもある。多くは陸棲であるが

年水棲叉は淡水蓬のものもある。 剛毛は先端が単一な釣特に剛毛であって、 屡々その表面は細刻で飾られてい●るもの

もある。剛毛の配列はルソブリクス型である。
雄性孔及び１曜鴬孔はそれぞれ１対宛で、雄性孔はｘＶに雌牲孔はＸＩＶ

にあるのが常規であるが、雄性孔が前方体節に輔位しているものもあ
る。背孔は存在している。 凝帯は通常、 鞍状

に背側によく発達しており、 雄性孔よりは若干距離の後方体節から始
まっている。 生殖孔附近にある剛毛は屡々交

尾剛毛に変形している。この剛毛は末端に縦走隆起及び溝を具えて
いる。 食道には石衣腺がよく発達しており、 叉

陽の始部には・個のょく発達した砂嚢がある。体節熟ま凡て大腎管 Ｍｅｇａｎｅｐ
ｈｒｉｄｉａ である。 橋熟ま２対で、 Ｘ及

びｘｌに在る。・対の卵巣はｘｍ に在る。縞護膿ま無いか、
或は縞護腺様の棒がある。 受精勤ま一脚こ簡軍で、 副

嚢がない。

　

この科のもので水棲者乃至牛水棲者として本邦から知られているものは次の３圏３種であろう。

ＥＺｓｅ“〆” Ｍ［ＡＬＭ１８７７ｅｍ．～１１（｝日．１９〇〇

ツリミミズ扇

標徴：， 上口前葉乃至伸口前葉をもっている。剛毛は多・
くは広く隔れて対をなしている。雄性孔はＸＶに在る。 受

精翼孔は２対叉は３対で、ＶＩＩＩ／×－×／ＸＩ或はＩＸ／×及び
×／ＸＩに在る。 砂嚢は一体節以上を占めている。橋巣及び

雄性漏斗は藁に包まれていない。

　

この届の中で次の一種は極めて凝った場所を好み‐場合によっては下水の底泥中に発見されることがある。

７７） 亙ｌｓのりαｆｏｅ疑αα（ＳＡＶＩＧｙＹ）

Ａ″ｏおるｏｐ／ｍｍ 元ｅｚｉｄ”， 佐々木、１９２
４，Ｓｃｉ．Ｒｅｐ．

Ｔｏｈｏｋｕｌｍｐ．Ｕｎｉｖ．Ｂｉｏｌ．ｖｏｌ．１，Ｐ．８９．；畑弁，１
９３１．みみず１９９Ｆｉ・

Ｅ′ｓ釧如 元蛸ｄ”，１９３１， ； 六淵、１９４

　

ＥＩ本動物図鑑、１３５５頁、第３８３５図ｏ

産地。本邦各地に広く分布している。

　

附記。大淵（１９３８）によればこの種は水中生活に適応．し得ると
云う。

月ＺＺＯＺＯろわあｏγα Ｅ１ｓＲＮ‐１８７４，ｅｍ．ＲｏｓＡ １８９３

クロツリミミズ扇

標徴：

　

ロ前葉は通常は上ロ前葉、稀に伸ロ前葉。剛毛は多少近接して対を
なしている。雄性孔は

　

ＸＶに．ある。 受

精蔓孔は ２－３対でｃｄ－剛毛線上に於いてＩＸ／× 及び ×／ＸＩ或は ＶＩＩＩ／１×，１×／× 及び 幻ＸＩにあるｎ 砂嚢は１体節

以上を占めている。橋巣及び雄性管漏斗を包む精巣蔓はない。４‐対の精嚢は
ＩＸ－ＸＩＩに在る。

７８） ＡＺＺＯＺＯるｏＩＰ力ｏｒαｃα錠〆陀ｏｓα（ＳＡＶＩＧＮＹ）

Ａ．創万ｇＺ鯛ｓ”，畑芽、１９３１，みみず、東京、１９８頁； 岩田、１９４３，札幌農林学会報、第３６巻、第２号、
４６Ｆｔ。

産地。本邦に賢く分布している。

、附記。岩田（１９４３） によれば水田の畦に棲み稲作に筈を奥えていると云うｃ

－ｌｉ７－
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英

βメタ“”ｓね婚 Ａｄｏ。ＲＥ１８９３

　　

ヒメツリミミズ鳳

　

標徴： 濃体は小形であるが色素を有するものが多い。環帯の後縁は×××工１／×××順 に達するものもあるが、普通
はそれょりも前方に縫っている。雄性孔は ×Ｖ に在る。砂嚢は一体節以上に亙っている。 精巣と雄性漏斗を包むと
ころの精巣嚢はない。隅腹 幻ＸＩ及び ×１／×１工に由来する２対の精嚢があり、×及び ×１ロ

．
に伸びている。多くは受

精嚢がないｏ

７９） β１ｍαｓｆ綿８〃αｒりｚ‘ｓ （Ｅ［ｓ図Ｎ）

β．ゑα知郷，小林、１９４０，Ｓｃｉ．Ｒｅｐ．Ｔｏｈｏｋｕｌｍｐ．Ｕｎｉｖ．Ｂｉｏｌ．ｖｏｌ．１５，ｐ．２９７；大淵、１９４７，日本動物図鑑、１３５５頁

第３８３３図。
産地。朝鮮、満洲。
附記。北海道千歳に於てミヅゴヶ中から発見された材料はこの種に同定されるものらしい（山口、ｉ９５３）。

ヒモ，ミミズ料 （Ｃｒｉｏｄｒｉｌｉｄａｅ）

標徴： 嬢体は太さの割合に細長く中形である。水棲乃至湿地凄である。刷毛は先端が単一な釣状刷毛で、各体節
に８本あり、 ルソブリクス型の配列をしている。 背孔は存在しない。萎縮した砂嚢が認められるものと全くないも
のとある。石荻腺はない。 雄性孔は１対で、×Ｖ叉は×ローの腕質隆起上に開口している。雌性孔は１対で、×ＩＶに開

口している。環帯は雄性孔よりも後方に始まっている。生殖剛毛には溝があるか或は無い。 橋巣は２対で、Ｘ及び
ＸＩに、卵巣は１対でＸＩＩＩに在る。受精製はない。 精嚢は４対叉は２対で、１×，×，×１及び ＸＩＩに、叉はＩＸ及びＸＩ

にある。

ｃγＺｏαγ““ｓ Ｈｏ野罫ＬＢ１‐８ｒｒ回Ｒ１８４５

ヒモミミズ屋

標徴： Ｃ１ｉｏｄｒｉｌｉｄａｅ はこの届のみによって代表されているので、 この届の標徴はこの料の標徴と同じい。
この扇の種類は僅かに２種で、本邦には次の１種が棲息している。

８０） Ｃｒめｄｒ”“ｓるα歩ん″るαｔｅｓ ｓｒｒ１ＰＨＥＵＢＯＮ

Ｃ．わαＺＺＺ’’わαＺｅｓ，ｓｔｅＰｈｅｎｓｏｎ，１‐９１７，八４ｅｍ．Ａｓｉａｔｉｃ．Ｓｏｃ．Ｂｅｎｇａｌ．ｖｏｉ．６，Ｐ，９６，ＰＩ．４

　

負ｇ．８．
Ｃ．“ｚも膿み鳶〆 長瀬及野村、１９３７，Ｓｃｉ．Ｒｅｐ．Ｔｏｈｏｋｕｌｎ・ｐ．Ｕｎｉｖ」Ｂｉｏｌ．ｖｏｌ．１１，ｐ．３６１，五ｇ．１－４３，
Ｃ．ろ好希少み餌ｅｓ，山口、１９５３，ｉ．Ｆａｃ，Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏｌ．ｖｏｌ．１１，Ｐ．３０９．

　

産地。京都府（小森町）、山形蝶（鶴岡）、琵琶湖、兵庫験（武庫村、昆陽村）、大阪府（寺本村、南豊島村）。
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Ｎｏ．１２．

　　　　　

１９３８，石狩沃野の水田に発生する蛙蜘 Ｐｈｅ・ｅｔｉｍａ届に対する動物学的考察、植物及動物、第６巻。

　　　　　

１９４７，貧毛環姦（内田浩之肋その他、日本動物図鑑、東京）。Ｐｉｅｒａｎｔ。ｎｉ，Ｕリー９０５，Ｃｉｒｒｏｄｒｉｌｕｓｃｉｌｒａｔｑｓｎ．ｇ，ｎ，ｓｐ，ｐａｒａｓｉｔａ

　

ｄｅｌｌ′

　

Ａｓｔａｃｕｓ

　

ｊａｐｏｎｉｃｕｓ， Ａｎｎ， Ｍｕｓ， Ｚｏｏ．，

　　　

Ｕｎｉｖ．Ｎａｐ。ｌｉ（Ｎ．Ｓ．）ｖｏｌ，１．Ｎｏ．３１．
１９０６，Ｎｕｏｖｉ

　

Ｄｉｓｃｏｄｒｉｌｉｄｉ

　

ｄｅＩ

　

Ｇｉａｐｐ。ｎｅ

　

ｅ

　

ｄｅｌｌａ

　

Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ．

　

Ａｎｎ． Ｍ［ｕｓ． Ｚｏｏｌ． Ｕｎｉｖ． Ｎａｐｏｌｉ

　　　

（Ｎ．Ｓ．）ｖｏ１２．Ｎｏ，１１．
１９１２，ＭｏｎｏｇｒａｐｈｉａｄｅｉＤｉｓｃｏｄｒｉｌｉｄａｅ．Ａｎｎ↑Ｍｕｓ．Ｚｏｏｌ．Ｕｎｉｖ．Ｎａｐｏｌｉ（Ｎ．Ｓ．）ｖｏｌ．３，Ｎｏ．２４．Ｐｉｇｕｅｔ，Ｅ １９０６，。ｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｓｕｒｌｅｓＮａｉｄｉｄ占ｅｓ．Ｒｅｖ．ｓｎｉｓｓｅｚｏｏｌ．Ｔ・１４．
１９０９，Ｎｏｕｖｅｌーｅｓ

　

ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｓ

　

ｓＬ１ｒ

　

ｌｅｓ

　

Ｊａｉｄｉｄｅｅ．Ｒｅｖ・ｓｕｉｓｓｅ

　

ｚｏ。Ｌ

　

Ｔ．１７．
Ｐｉｇｕｅｔ，Ｅ

　

ｅｔ

　

Ｂｒｅｔｓｃｈｅ・，Ｋ．，１９１３，Ｃａｔａｌｏｇｕｅ

　

ｄ．ｌｎｖｅ”…）．ｄ，１．Ｓｕｉｓｓｅ

　

Ｆａｓｃ．７．
佐々木喜一郎、１９２４，ＡＩ１ｏｌｏｂ岨）ｈｏｒａｆｏｅ［ｉｄａ（Ｓａｖ．）｛ｎ Ｎｏ・ｔｈＪａｐａｎ．Ｓｃｉ，Ｒｅｐ，Ｔｏｈｏｋｕｌｌｎｐ．Ｕ１・ｉｖ．Ｂｉｏｌ，ｖｏｌ，

Ｓｔｅｐｈｅｕｓｏｎ′Ｊ．，１９１０，Ｓｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅａｑｕａｔｉｃｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａ。ｆｔｈｅＰｕｎｊａｂ．Ｒｅｃ．ｌｎｄ．Ｍｕｓ．ｖｏｌ．５．
１９１７，Ａｑｕａｔｉｃｏｌｉｇ。ｃｈａｅｔａｆｒｏｍＪａｌ）ａｎａｎｄ

　

Ｃｈｉｎａ．ＡｎｎａｎｄａｌｅＮ．Ｚｏｏｌ．Ｒｅｓｕｌｔｓ。ｆＴｏｕｒｉｎｔｈｅ

　　　

ＦａｒＢａｓｔ．Ｍ１ｅｍ．Ａｓｉａｔｉｃ

　

Ｓｏｃ．Ｂｅｎｇａｌ．ｖｏｌ．６．
１９２３，０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａｉｎｔｈｅＦａｕｎａｏｆＢｒｉｔｉｓｈｌｎｄｉａ，Ｌｏｎｄｏｎ．
１９３０，Ｔｈｅ

　

ｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａ，ｏｘｆｏｒｄ．
１９３１，〇ｌｉｇ。ｃｈａｅｔａ

　

ｆｒｏｎＩ

　

Ｂｕｒｍａ， Ｋｅｎｙａ

　

ａｎｄ

　

ｏｔｈｅｒ

　

Ｐａｌｔｓ

　

。ｆ

　

ｔｈｅ

　

ｗｏｒｌｄ． Ｐ１ｏｃ． Ｚｏｏｌ． Ｓｏｃ．

　　　

Ｌｏｎｄｏｎ（１９３１）．
Ｕｄｅ
、
，Ｈ，，１９２９，０ｌｉｇｏｃｈａｅｔａ（ＴｉｅｒｗｅｌｔＤｅｕｔｓｃｈｌａｎｄｓＴｅｉｌ１５，Ｊｅｎａ．）

山口 英二、１９３０，札幌産駈鰯の数種（予報）、動物学雑誌、第４２巻
１９３２ａ，ｏｎ

・
ｔｈｅｇｅｎｕｓＣｉｒｒｏｄｒｉｌｕｓＰｉｅｒａｈｔｏｎｉ．１９０５，ｗｉｔｈａｄｅｓｃｒｉｐｔｉ。ｎｏｆａｎｅｗ ｂｒａｎｃｈｉｏｂｄｅｌｌｉｄ

　　　

ｆｒｏ１・・Ｊａｐａｎ．Ａｎｎ．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ，ｖｏｌ．１３．
１９３２ｂ，Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎｏｆａｎｅｗｂｒａｎｃｈｉｏｂｄｅｌｌｉｄ

　

Ｃａｒｃｉｎｏｄｒｉｌｕｓ

　

ｎ１ｐｐ。ｎＩｃｕｓｎ．ｇ．ｅｔｎ．ｓｐ，Ｊ．Ｆａｃ．

　　　

Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

ｌｎ・ｐ．Ｕｎｉｖ．ＺＯＯＩ．ｖｏｌ．２．
１９３２ｃ．Ａ ｎｅｗｓｐｅｃｉｅｓ。ｆＣａｎ・ｂａｒｉｎｃｏｌａ，ｗｉｔｈｒｅｎ・ａｒｋｓｏｎｓｐｅｒｍａｔｉｃｖｅｓｉｃｌｅｏｆｓｏ１ｎｅｂｒａｎｃｈ－

　　　

ｉｏｂｄｅｌｌｉｄ，ｗｏｒｎ・ｓ．
・Ｐｒｏｃ．１ｌｎｐ．Ａｃａｄｅｍｙ．ｖｏｌ．８．

１９３３，Ｄｅｓｃ１ｉｐｔｉｏｎ

　

ｏｆ

　

ａ

　

ｎｅｗ

　

ｂｒａｎｃｈｉ。ｂｄｅｌｌｉｄ，Ｃａｍｂａ・ｉｎｃ。」ａｏｋａｄａｉｎ．ｓｐ．，ｐａｒａｓｉｔｉｃｏｎＡｍｅｒｉｃａｎ

　　　

Ｃｒａｙｆｉｓｈ

　

ｔｒａｎｓｆｅｒｒｅｄ

　

ｉｎｔｏａＪａｉ）ａｎｅｓｅ

　

ｌａｋｅ．Ｐｒｏｃ．１ｎｌｐ．Ａｃａｄ．ｖｏｌ．９．
１９３４，ＳｔｕｄｉｅｓｏｎＪａｐａｎｅｓｅＢａｎｃｈｉ。ｂｄｅｌｌｉｄａｅ，ｗｉｔｈ

　

ｓｏｎ１ｅＩｅｎ１ａｒｋｓｏｎｔｌ１ｅｃｌａｓｓｉ賃ぐａｔｉｏｎＪ．Ｆａｃ．

　　　　

Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

ｌｎ・ｐ，Ｕｎｉｖ．Ｚｏ．ｏｌ，ｖｏｌ．３．
１９３５ａ，特殊貧毛縦ヒルミミズ額、植物及動物、第３巻。

－１１９－



山

　　

口

　　

英

　　　　　

１９３５ｂ，ヒルミミズ類（日本動物分類 第３分湖・）、東京。

　　　　　　

１９３６，Ｓｔｕｄｉｅｓ。ｎｔ
ｈｅａｑｕａｔｉｃｏｌｉｇ。ｃｈａｅｔａｏｆＪａｐａｎ，．Ｌｕｌｌ．ｂｒｉｃｕｌ

ｉｄｓｆｒｏ．１１

　

日。ｋｋａｉｄｏ．ｊ． Ｆａｃ．

　　　　　　　　　　　

Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

ｌｌｎｐ．Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏ１

　

Ｖｏ１．５．

　　　　　

１９３７ａ，。ｌｉｇｏｃｈａｅｔａ（Ｔ，
ｈｅｆａｕｎａ。ｆＡｋｋｅｓｈｉＢａｙｌ＝）．ＪＪＦａＣ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

ｌｍｐ．Ｕｎｉｖ
▼Ｚｏ。１．

　　　　　　　　　

ｖｏｌ．６．

　　　　　　

１９３７ｂ，Ｓｔｕｄｉｅｓ

　

ｏｎ

　

ｔｈｅ

　

ａｑｕａｔｉｃ

　

ｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａ

　

ｏｆ

　

ｊａｐａｎｌｌ． ｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓｕｂ［ｅｒｒａｎｅａｎ

　　　　　　　　

ｏｌｉｇｏｃｈａｅｔｅ，Ｈａｐｌｏｔａｘ
ｉｓｇｏｌｄｉｏｉｄｅｓ（Ｈａｒｔｍａｎｎ）ｉｎ

　

Ｊａｐａｎ． Ａｎｎ，．Ｚｏｏｌ．Ｊａｐａｎ． ｖｏｌ．１６

　　　　　　

１９３７ｃ．Ｓｔｕｄｉｅｓ

　

ｏｎ

　

ｔｈｅ

　

ａｑｕａｔｉｃ

　

ｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａ

　

ｏｆ

　

Ｊａｐａｎ．１１１． Ａ ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ

　

ｏｆ

　

Ｌｕｎｌｂｒｉｃｕｌｕｓ

　　　　　　　　　　　　　

ｎ・ｕｌｔｉａｔｌｉａｔｕｓｎ．ｓｐ．，ｗｉｔｈ

　

ｒｅｍａｒｋｓ

　

ｏｎ

　

ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｇｅｎｉｔａｌ

　

ｏｒｇａｎｓ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

　

Ｌｕｌｌｌｂ‐

　　　　　　　　　

ｒｉｃｕ・ｉｄａｅ．Ｊ，Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　

ｌーー，１）．Ｕｎｉｖ．Ｚｏｏ．．Ｖｏ．・６．

　　　　　

１９３７ｄ，Ｓｔｕｄｉｅｓｏｎｔ
ｈｅａｑｕａｔｉｃｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａｏｆｊａｐａｎ．Ｗ． Ｓｔｙｌｏｓｃｏｌｅｘ

　

ｉａｐｏｎｉｃｕｓｎ．・ｓｐ． Ａｎｎ

　　　　　　　　

Ｚｏｏｌ．Ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１６．

　　　　　

１９３８ａ．本邦産水棲貧毛鏡機 （水棲みみず）に就いて、植物及動物、第
６巻。

　　　　　　

１９３８ｂ，Ｓｔｕｄｉｅｓｏｎｔ
ｈｅａｑｕａｔｉｃｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａｏｆＪａｐａｎ． Ｖ．

　

Ｔｈｅｄｅｓｃ・ｉｐ〔ｉｏｎｏｆａ

　

ｎｅｗ ｖａｒｉｅｔｙ

　　　　　　　　

ｏｆＢ・ａ１）ｃｈｉｏｄｒｉｌｕｓｈｏｒｔｅｎｓｉｓ（Ｓｔｅｐｈｅｎｓｏｎ）．Ａｎｎ，ＺＯＯＩ．ｊａｐｏｎ．ｖｏｌ．１７，

　　　　　

１９４０，満洲産水棲貧毛環歳、関東州及満洲睦水生物調査
書。

　　　　　

１９４７！貧毛環議（内田滴之肋その他、日本動物図鑑、東京）。

　　　　　

ｉ９４９，曙ミミズ Ｂｒａｎｃ
ｈｉｕｒａｓｏｗｅｒｂｙｉＢｅｄｄ． に就いて、学並（北海道学強大学研究機関誌）第

１

　　　　　　　　

巻。

　　　　　　　

ｉ９５３，Ｓｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅａｑｕａｔ
ｉｃ

　

ｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａ

　

ｏｆ

　

Ｊａｐｏｎ ＶＩ．

　

Ａ

　

ｓｙｓｔｅｍａｔｌｃ

　

ｒｅｐｏｒｔ， ｗｉｔｈ

　

ｓｏｎｌｅ

　　　　　　　　　　

ｒｅｎ１ａｔｋｓｏｎｔｈｅｃｌａｓｓｉ行ｃａｔｉｏｎａｎｄＰｈｙｌｏｇｅｈｙｏｆｔｈｅｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａ． ｊ．Ｆａｃ．Ｓｃｉ．Ｈｏｋｋａｉｄｏ

　　　　　　　　　

Ｕｎｉｖ．ＺｏｏＬ

　

ｖｏｌ．１１，Ｎｏ．２．

山本護太郎及岡田克魔、１９４０，Ａｎａｎａｔｏｍ
ｉｃａｌｓｔｕｄｙｏｆＴｕｂｉｆｅｘ（Ｐｅｌｏｓｃｏｌｅｘ）ｎｏｍｕｌａｌｎ．ｓｐ．，ｏｂｔａｉｎｅｄａｔｔ

ｈｅ

　　　　　　　　　　

ｂｏｔｔｏｍ ｏｆＬａｋｅＴａｚａｗａ，ｔｈｅｄｅｅｐｅｓｔ

　

ｌａｋｅＱｆｊａｐａｎ．Ｓｃｉ・Ｒｅｐ．Ｔｏｈｏｌくｕｌｎｌｐ．Ｕｎｉｖ．Ｂ
ｉｏ１．

ｖｏｌ．ｉ‐５．

吉沢 鹿 則、１９２８，ｏｎｔｈｅａｑ
目ａｔｉｃｏｌｉｇｏｃｈａｅｔａ，Ｓｔｙｌａｒｉａｌａｃｕｓｔｒ

ｉｓＬ． Ｓｃｉ． Ｒｅｐ． Ｔｏｈｏｋｕ

　

ｌｎｌｐ． Ｕｎｉｖ．Ｂｉｏｌ．

ｖｏｌ．３．
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